
(57)【要約】

【課題】　操作性を要求されるストレージ装置各部に対

する設定作業や保守作業に加え、高い信頼性が要求され

る監視・保守端末への障害情報の通報を、信頼性を低下

させることなく行えるようにする。

【解決手段】　SVP２３、SVP２５が有する機能とは、高

い信頼性が要求される、ストレージ装置３に対する監視

機能、遠隔保守センター端末１３等への通報機能である

。この通報機能とは、監視機能により検知された、スト

レージ装置３の障害等のイベントを、遠隔保守センター

端末３等へ通報するものである。SVP２３、SVP２５の機

能を、ストレージ装置３の障害の通報機能、障害以外の

情報の通報機能、SNMP機能に限定して、SVP２３、SVP２

５に搭載されるOSを始めとするプログラムの量を少なく

している。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 監 視 ・ 保 守 用 端 末 と の 間 で 通 信 を 行 う ス ト レ ー ジ 装 置 と 、
　 前 記 ス ト レ ー ジ 装 置 各 部 に 対 し 、 必 要 な 設 定 作 業 、 及 び 保 守 管 理 作 業 を 行 う た め の 第 １
の 情 報 処 理 端 末 と 、
　 前 記 ス ト レ ー ジ 装 置 各 部 の 状 態 を 監 視 し て 、 前 記 ス ト レ ー ジ 装 置 に イ ベ ン ト が 発 生 し た
こ と を 認 識 し た 場 合 に 、 該 イ ベ ン ト 発 生 を 前 記 監 視 ・ 保 守 用 端 末 へ 通 報 す る 第 ２ の 情 報 処
理 端 末 と 、
　 を 備 え る ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 ス ト レ ー ジ 装 置 が 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 更 に ユ ー ザ 端 末 と の 間 で も 通 信 を 行
う ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 か ら の 通 報 が 、 ユ ー ザ 端 末 へ の SNMP通 報 を 含 む ス ト レ ー ジ 装 置
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 末 が 、 記 憶 デ バ イ ス と し て 、 磁 気 記 録 媒 体 以 外 の 記 憶 デ バ イ ス を 備
え る ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 第 １ の 情 報 処 理 端 末 に は 、 GUIを 持 っ た OSが 搭 載 さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ の 情 報 処 理 端 末 は 、 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 を 通 じ て 、 ス ト レ ー ジ 装 置 内 の 記
憶 デ バ イ ス を 制 御 す る 情 報 処 理 部 と の 間 で 通 信 を 行 っ て 、 ス ト レ ー ジ 装 置 の 保 守 管 理 に 必
要 な 処 理 を 実 行 す る ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 監 視 ・ 保 守 用 端 末 と の 間 で 通 信 を 行 う ス ト レ ー ジ 装 置 と 、
　 前 記 ス ト レ ー ジ 装 置 各 部 に 対 し 、 必 要 な 設 定 作 業 、 及 び 保 守 管 理 作 業 を 行 う た め の 第 １
の 情 報 処 理 端 末 と 、
　 前 記 ス ト レ ー ジ 装 置 各 部 の 状 態 を 監 視 し て 、 前 記 ス ト レ ー ジ 装 置 に イ ベ ン ト が 発 生 し た
こ と を 認 識 し た 場 合 に 、 該 イ ベ ン ト 発 生 を 前 記 監 視 ・ 保 守 用 端 末 へ 通 報 す る 第 ２ の 情 報 処
理 端 末 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 が 、 少 な く と も 稼 働 中 の 情 報 処 理 端 末 と 待 機 中 の 情 報 処 理 端 末
と の ２ 台 の 情 報 処 理 端 末 で あ り 、
　 前 記 各 々 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 が 、 互 い の 間 で 通 信 を 行 う こ と に よ っ て 相 手 方 情 報 処 理
端 末 の 状 態 を 監 視 す る 状 態 監 視 部 を 含 み 、
　 前 記 待 機 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 状 態 監 視 部 が 、 前 記 稼 動 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の
状 態 を 異 常 と 判 断 し た 場 合 に は 、 前 記 稼 動 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 動 作 を 停 止 さ せ る と
共 に 、 前 記 待 機 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 を 稼 働 さ せ る よ う に し た ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 ２ 台 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 と 、 前 記 ス ト レ ー ジ 装 置 内 の 記 憶 デ バ イ ス を 制 御 す る 情
報 処 理 部 と の 間 を 接 続 す る 通 信 経 路 が 、 二 重 化 さ れ て い る ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ６ 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 各 々 の 状 態 監 視 部 が 、 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 状 態 監 視 部 に 対 し て
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通 信 を 行 っ て か ら 一 定 時 間 が 経 過 し て も 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 状 態 監 視
部 か ら 応 答 が 無 い 場 合 に 、 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 状 態 を 異 常 と 判 断 す る
よ う に し た ス ト レ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ６ 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 各 々 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 が 、 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 と の 間 で 通 信
テ ス ト を 行 っ た 結 果 を 示 す 情 報 を 記 録 し た 管 理 テ ー ブ ル を 持 っ て い る ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ９ 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 通 信 テ ス ト が 、 前 記 各 々 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 同 士 の 間 を 接 続 す る 複 数 の 通 信 経 路
別 に 行 わ れ る ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ９ 又 は 請 求 項 １ ０ 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 各 々 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 が 、 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 と の 間 で 通 信
テ ス ト を 行 っ た 結 果 得 ら れ た 、 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 に お け る 故 障 の 有 無
、 及 び 故 障 箇 所 を 検 知 す る た め の パ タ ー ン 情 報 を 持 っ て い る ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 ９ 乃 至 請 求 項 １ １ の 何 れ か １ 項 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 各 々 の 状 態 監 視 部 が 、 前 記 管 理 テ ー ブ ル に 記 録 さ れ て い る 情 報 と 、 前 記 パ タ ー ン 情
報 と を 参 照 し て 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 状 態 が 異 常 か 否 か 判 断 す る ス ト レ
ー ジ 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 ６ 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 各 々 の 状 態 監 視 部 が 、 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 状 態 を 異 常 と 判 断 し
た 場 合 に 、 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 駆 動 電 源 か ら の 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２
の 情 報 処 理 端 末 各 部 へ の 給 電 を オ フ に す る こ と で 、 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末
の 動 作 を 停 止 さ せ る よ う に し た ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 ６ 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 稼 動 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 が 、 前 記 ス ト レ ー ジ 装 置 内 の 記 憶 デ バ イ ス を 制 御 す る
情 報 処 理 部 と の 間 で 通 信 を 行 う こ と に よ り 、 前 記 稼 動 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 情 報 格 納
部 に 格 納 し て い る 前 記 ス ト レ ー ジ 装 置 に 係 わ る 情 報 を 更 新 す る タ イ ミ ン グ で 、 前 記 待 機 中
の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 と の 間 で 通 信 を 行 う ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 １ ４ 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 待 機 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 が 、 前 記 稼 動 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 と の 間 で 通 信 を
行 う タ イ ミ ン グ で 、 前 記 待 機 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 情 報 格 納 部 に 格 納 し て い る 前 記 ス
ト レ ー ジ 装 置 に 係 わ る 情 報 を 更 新 す る よ う に し た ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 ６ 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 第 １ の 情 報 処 理 端 末 が 、 モ バ イ ル 端 末 、 又 は デ ス ク ト ッ プ 型 の 固 定 端 末 の 何 れ か で
あ る ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
ス ト レ ー ジ 装 置 本 体 と 、
　 前 記 ス ト レ ー ジ 装 置 本 体 内 に 収 容 さ れ る 、 複 数 の Ｈ Ｄ Ｄ を 収 容 す る HDDボ ッ ク ス 、 複 数
の ロ ジ ッ ク 基 板 を 収 容 す る ロ ジ ッ ク ボ ッ ク ス 、 電 源 装 置 、 及 び サ ー ビ ス プ ロ セ ッ サ と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 サ ー ビ ス プ ロ セ ッ サ が 、 小 型 化 さ れ て 、 前 記 ロ ジ ッ ク ボ ッ ク ス 中 の 標 準 的 な ロ ジ ッ
ク 基 板 内 に 実 装 さ れ て い る ス ト レ ー ジ 装 置 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 位 装 置 又 は 他 の ス ト レ ー ジ 装 置 と 通 信 可 能 に 接 続 さ れ る ス ト レ ー ジ 装 置 を
備 え る 情 報 処 理 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 大 規 模 並 列 計 算 機 シ ス テ ム に お い て 、 シ ス テ ム 内 で 生 じ た 障 害 を 発 生 時 系 列 順 に
正 確 に 把 握 す る こ と を 目 的 と し た 障 害 監 視 シ ス テ ム が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 障 害 監 視 シ ス
テ ム は 、 夫 々 が 独 立 し た 計 算 機 で あ る 複 数 の ノ ー ド と 、 ノ ー ド 間 の 信 号 経 路 を 切 り 換 え る
ク ロ ス バ デ ー タ ス イ ッ チ と 、 ク ロ ス バ デ ー タ ス イ ッ チ の 駆 動 を 制 御 す る ク ロ ス バ 制 御 装 置
と 、 ノ ー ド 、 ク ロ ス バ デ ー タ ス イ ッ チ 、 及 び ク ロ ス バ 制 御 装 置 に 接 続 さ れ 、 障 害 を 監 視 す
る と 共 に 障 害 を 検 出 す る と 直 ち に 所 定 の 障 害 情 報 を 出 力 す る ス レ ー ブ ・ サ ー ビ ス プ ロ セ ッ
サ と 、 障 害 情 報 を 受 信 す る こ と に よ り 、 障 害 の 発 生 時 系 列 を 監 視 す る マ ス タ ・ サ ー ビ ス プ
ロ セ ッ サ と を 備 え る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 従 来 、 複 数 の サ ー ビ ス プ ロ セ ッ サ の 障 害 時 の 切 り 換 え 処 理 を 迅 速 且 つ 確 実 に 行 う
と 共 に 、 電 子 計 算 機 シ ス テ ム の 連 続 運 転 を 可 能 に す る こ と を 目 的 と し た サ ー ビ ス プ ロ セ ッ
サ の 切 り 換 え 方 式 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の サ ー ビ ス プ ロ セ ッ サ の 切 り 換 え 方 式 は 、 電 子 計
算 機 本 体 と 、 複 数 の サ ー ビ ス プ ロ セ ッ サ と で 構 成 さ れ た 電 子 計 算 機 シ ス テ ム に 適 用 さ れ る
も の で 、 電 子 計 算 機 本 体 の 監 視 、 制 御 、 及 び 操 作 員 と の 情 報 交 換 を 行 う た め に 運 用 中 に 参
照 さ れ る 電 子 計 算 機 本 体 の 構 成 情 報 を 、 該 電 子 計 算 機 本 体 の 主 記 憶 装 置 内 に 設 け ら れ た 構
成 情 報 格 納 領 域 に 格 納 す る こ と に よ り 、 複 数 の サ ー ビ ス プ ロ セ ッ サ か ら 共 通 に ア ク セ ス 可
能 と し 、 マ ス タ ・ サ ー ビ ス プ ロ セ ッ サ の 障 害 発 生 時 に は 、 バ ッ ク ア ッ プ 用 サ ー ビ ス プ ロ セ
ッ サ が 、 構 成 情 報 を 読 み 込 み 、 電 子 計 算 機 シ ス テ ム の 連 続 運 転 を 行 う （ 例 え ば 特 許 文 献 ２
参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 更 に 、 従 来 、 ２ 重 化 さ れ て ホ ッ ト ス タ ン バ イ 構 成 を 採 る SVP（ サ ー ビ ス ・ プ ロ セ ッ サ ）
が 初 期 設 定 を 行 う 情 報 処 理 装 置 の 初 期 設 定 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と を 目 的 と し た 情 報 処 理 装
置 の 初 期 設 定 方 式 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 提 案 で は 、 複 数 系 統 の 演 算 装 置 に よ り 単 一 の 計
算 機 シ ス テ ム を 構 成 し 、 ２ 台 の SVPが ホ ッ ト ス タ ン バ イ 方 式 を 採 る 。 ２ つ の 初 期 設 定 実 行
手 段 は 、 ２ 台 の SVPが 並 行 し て 初 期 設 定 を 行 う ２ SVP初 期 設 定 手 順 と １ 台 の SVPが 全 て の 初
期 設 定 を 行 う １ SVP初 期 設 定 手 順 と を 備 え 、 初 期 設 定 開 始 時 、 各 SVPと 演 算 装 置 の ２ つ の ア
ク セ ス 経 路 と の ２ つ の 接 続 切 替 手 段 を 両 方 共 に 接 続 状 態 と し て ２ 台 の SVPが ２ SVP初 期 設 定
手 順 を 用 い て 並 行 し て 初 期 設 定 を 行 う 。 初 期 設 定 が 完 了 す る ま で の 間 に ２ つ の 障 害 監 視 手
段 が 他 系 SVPの 障 害 を 検 出 し た 場 合 、 ２ つ の 接 続 切 替 手 段 に よ り 他 系 SVPに 繋 が る ２ つ の ア
ク セ ス 経 路 を 切 り 離 し て 、 １ 台 の SVPが １ SVP初 期 設 定 手 順 を 用 い て 全 て の 初 期 設 定 を 行 う
（ 例 え ば 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2000-353154号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 6-83657号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2001-22712号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 の ス ト レ ー ジ 装 置 で は 、 SVPが 、 作 業 対 象 で あ る ス ト レ ー ジ 装 置 各 部 に
対 し （ 環 境 設 定 等 ） 諸 々 の 設 定 を 行 う 装 置 設 定 の 作 業 や 保 守 作 業 を 行 う 保 守 操 作 用 端 末 と
し て の 機 能 と 、 ス ト レ ー ジ 装 置 に 係 わ る 障 害 情 報 の 取 得 、 取 得 し た 障 害 情 報 の 遠 隔 地 に あ
る 保 守 セ ン タ ー 端 末 へ の 通 報 、 及 び 顧 客 端 末 へ の SNMP（ Simple Network Management Prot
ocol） 通 報 等 の 機 能 と 、 を 備 え て い る 。 SVPが 、 保 守 用 操 作 端 末 と し て の 機 能 を 果 た す た
め に は 、 装 置 設 定 の 作 業 や 保 守 作 業 に 操 作 性 を 要 求 さ れ る の で 、 例 え ば GUI（ Graphical U
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ser Interface） を 持 っ た 市 販 の OS（ Operating System） が 使 用 さ れ る 。 こ れ に 対 し て 、 S
VPが 、 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末 へ の 障 害 情 報 の 通 報 や 、 顧 客 端 末 へ の SNMP通 報 等 の 機 能 を 果
た す た め に は 、 常 時 、 監 視 対 象 で あ る ス ト レ ー ジ 装 置 各 部 の 稼 働 状 況 を 監 視 し 、 ス ト レ ー
ジ 装 置 各 部 に 障 害 等 の イ ベ ン ト が 発 生 し た 場 合 に は 、 該 イ ベ ン ト を 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末
や 顧 客 端 末 等 に 確 実 に 行 う こ と が 必 要 で あ る か ら 、 高 い 信 頼 性 を 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 高 い 信 頼 性 の 要 求 さ れ る 監 視 ・ 通 報 の 作 業 を 、 操 作 性 の 要 求 さ れ る 装 置 設 定 や
保 守 作 業 を 行 う 保 守 用 操 作 端 末 と し て 機 能 し て い る SVPと 同 一 の ハ ー ド ウ ェ ア で 行 お う と
す る と 、 上 記 監 視 ・ 通 報 の 作 業 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム を 、 上 述 し た 市 販 の OS上
で 稼 働 さ せ る こ と に な る の で 、 上 記 監 視 ・ 通 報 の 作 業 の 信 頼 性 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 本 発 明 の 目 的 は 、 ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、 操 作 性 を 要 求 さ れ る ス ト レ
ー ジ 装 置 各 部 に 対 す る 設 定 作 業 や 保 守 作 業 に 加 え て 、 高 い 信 頼 性 が 要 求 さ れ る 監 視 ・ 保 守
端 末 へ の 障 害 情 報 の 通 報 を 、 信 頼 性 を 低 下 さ せ る こ と な く 行 え る よ う に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に 従 う ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム は 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 監 視
・ 保 守 用 端 末 と の 間 で 通 信 を 行 う ス ト レ ー ジ 装 置 と 、 上 記 ス ト レ ー ジ 装 置 各 部 に 対 し 、 必
要 な 設 定 作 業 、 及 び 保 守 管 理 作 業 を 行 う た め の 第 １ の 情 報 処 理 端 末 と 、 上 記 ス ト レ ー ジ 装
置 各 部 の 状 態 を 監 視 し て 、 上 記 ス ト レ ー ジ 装 置 に イ ベ ン ト が 発 生 し た こ と を 認 識 し た 場 合
に 、 そ の イ ベ ン ト 発 生 を 上 記 監 視 ・ 保 守 用 端 末 へ 通 報 す る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 と 、 を 備 え
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に 係 る 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 上 記 ス ト レ ー ジ 装 置 が 、 通 信 ネ ッ ト ワ
ー ク を 通 じ て 更 に ユ ー ザ 端 末 と の 間 で も 通 信 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 と は 別 の 実 施 形 態 で は 、 上 記 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 か ら の 通 報 が 、 ユ ー ザ 端 末 へ の SN
MP通 報 を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 と は 別 の 実 施 形 態 で は 、 上 記 第 ２ の 情 報 処 理 末 が 、 記 憶 デ バ イ ス と し て 、 磁
気 記 録 媒 体 以 外 の 記 憶 デ バ イ ス を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 上 記 と は 別 の 実 施 形 態 で は 、 上 記 第 １ の 情 報 処 理 端 末 に は 、 GUIを 持 っ た OSが 搭
載 さ れ て お り 、 上 記 第 １ の 情 報 処 理 端 末 は 、 上 記 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 を 通 じ て 、 ス ト レ ー
ジ 装 置 内 の 記 憶 デ バ イ ス を 制 御 す る 情 報 処 理 部 と の 間 で 通 信 を 行 っ て 、 ス ト レ ー ジ 装 置 の
保 守 管 理 に 必 要 な 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 に 従 う ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム は 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 監 視
・ 保 守 用 端 末 と の 間 で 通 信 を 行 う ス ト レ ー ジ 装 置 と 、 上 記 ス ト レ ー ジ 装 置 各 部 に 対 し 、 必
要 な 設 定 作 業 、 及 び 保 守 管 理 作 業 を 行 う た め の 第 １ の 情 報 処 理 端 末 と 、 上 記 ス ト レ ー ジ 装
置 各 部 の 状 態 を 監 視 し て 、 上 記 ス ト レ ー ジ 装 置 に イ ベ ン ト が 発 生 し た こ と を 認 識 し た 場 合
に 、 そ の イ ベ ン ト 発 生 を 上 記 監 視 ・ 保 守 用 端 末 へ 通 報 す る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 と 、 を 備 え
、 上 記 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 が 、 少 な く と も 稼 働 中 の 情 報 処 理 端 末 と 待 機 中 の 情 報 処 理 端 末
と の ２ 台 の 情 報 処 理 端 末 で あ り 、 上 記 各 々 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 が 、 互 い の 間 で 通 信 を 行
う こ と に よ っ て 相 手 方 情 報 処 理 端 末 の 状 態 を 監 視 す る 状 態 監 視 部 を 含 み 、 上 記 待 機 中 の 第
２ の 情 報 処 理 端 末 の 状 態 監 視 部 が 、 上 記 稼 動 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 状 態 を 異 常 と 判 断
し た 場 合 に は 、 上 記 稼 動 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 動 作 を 停 止 さ せ る と 共 に 、 上 記 待 機 中
の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 を 稼 働 さ せ る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 に 係 る 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 上 記 ２ 台 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 と 、 上
記 ス ト レ ー ジ 装 置 内 の 記 憶 デ バ イ ス を 制 御 す る 情 報 処 理 部 と の 間 を 接 続 す る 通 信 経 路 が 、
二 重 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 と は 別 の 実 施 形 態 で は 、 上 記 各 々 の 状 態 監 視 部 が 、 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処
理 端 末 の 状 態 監 視 部 に 対 し て 通 信 を 行 っ て か ら 一 定 時 間 が 経 過 し て も 相 手 方 端 末 で あ る 第
２ の 情 報 処 理 端 末 の 状 態 監 視 部 か ら 応 答 が 無 い 場 合 に 、 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理
端 末 の 状 態 を 異 常 と 判 断 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 上 記 と は 別 の 実 施 形 態 で は 、 上 記 各 々 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 が 、 相 手 方 端 末 で あ
る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 と の 間 で 通 信 テ ス ト を 行 っ た 結 果 を 示 す 情 報 を 記 録 し た 管 理 テ ー ブ
ル を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 記 と は 別 の 実 施 形 態 で は 、 上 記 通 信 テ ス ト が 、 上 記 各 々 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末
同 士 の 間 を 接 続 す る 複 数 の 通 信 経 路 別 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 上 記 と は 別 の 実 施 形 態 で は 、 上 記 各 々 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 が 、 相 手 方 端 末 で あ
る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 と の 間 で 通 信 テ ス ト を 行 っ た 結 果 得 ら れ た 、 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２
の 情 報 処 理 端 末 に お け る 故 障 の 有 無 、 及 び 故 障 箇 所 を 検 知 す る た め の パ タ ー ン 情 報 を 持 っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 上 記 と は 別 の 実 施 形 態 で は 、 上 記 各 々 の 状 態 監 視 部 が 、 上 記 管 理 テ ー ブ ル に 記 録
さ れ て い る 情 報 と 、 上 記 パ タ ー ン 情 報 と を 参 照 し て 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末
の 状 態 が 異 常 か 否 か 判 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 上 記 と は 別 の 実 施 形 態 で は 、 上 記 各 々 の 状 態 監 視 部 が 、 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の
情 報 処 理 端 末 の 状 態 を 異 常 と 判 断 し た 場 合 に 、 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 駆
動 電 源 か ら の 相 手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 各 部 へ の 給 電 を オ フ に す る こ と で 、 相
手 方 端 末 で あ る 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 動 作 を 停 止 さ せ る よ う に し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 上 記 と は 別 の 実 施 形 態 で は 、 上 記 稼 動 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 が 、 上 記 ス ト レ ー
ジ 装 置 内 の 記 憶 デ バ イ ス を 制 御 す る 情 報 処 理 部 と の 間 で 通 信 を 行 う こ と に よ り 、 上 記 稼 動
中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 の 情 報 格 納 部 に 格 納 し て い る 上 記 ス ト レ ー ジ 装 置 に 係 わ る 情 報 を
更 新 す る タ イ ミ ン グ で 、 上 記 待 機 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 と の 間 で 通 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 と は 別 の 実 施 形 態 で は 、 上 記 待 機 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末 が 、 上 記 稼 動 中 の
第 ２ の 情 報 処 理 端 末 と の 間 で 通 信 を 行 う タ イ ミ ン グ で 、 上 記 待 機 中 の 第 ２ の 情 報 処 理 端 末
の 情 報 格 納 部 に 格 納 し て い る 上 記 ス ト レ ー ジ 装 置 に 係 わ る 情 報 を 更 新 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 上 記 と は 別 の 実 施 形 態 で は 、 上 記 第 １ の 情 報 処 理 端 末 が 、 モ バ イ ル 端 末 、 又 は デ
ス ク ト ッ プ 型 の 固 定 端 末 の 何 れ か で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 観 点 に 従 う ス ト レ ー ジ 装 置 は 、 ス ト レ ー ジ 装 置 本 体 と 、 上 記 ス ト レ ー ジ
装 置 本 体 内 に 収 容 さ れ る 、 複 数 の Ｈ Ｄ Ｄ を 収 容 す る HDDボ ッ ク ス 、 複 数 の ロ ジ ッ ク 基 板 を
収 容 す る ロ ジ ッ ク ボ ッ ク ス 、 電 源 装 置 、 及 び サ ー ビ ス プ ロ セ ッ サ と 、 を 備 え 、 上 記 サ ー ビ
ス プ ロ セ ッ サ が 、 小 型 化 さ れ て 、 上 記 ロ ジ ッ ク ボ ッ ク ス 中 の 標 準 的 な ロ ジ ッ ク 基 板 内 に 実
装 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ス ト レ ー ジ 装 置 シ ス テ ム に お い て 、 操 作 性 を 要 求 さ れ る ス ト レ ー ジ 装
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置 各 部 に 対 す る 設 定 作 業 や 保 守 作 業 に 加 え て 、 高 い 信 頼 性 が 要 求 さ れ る 監 視 ・ 保 守 端 末 へ
の 障 害 情 報 の 通 報 を 、 信 頼 性 を 低 下 さ せ る こ と な く 行 え る よ う に す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ー ジ 装 置 を 備 え る 情 報 処 理 シ ス テ ム の 全
体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 情 報 処 理 シ ス テ ム は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 上 位 装 置 １ と 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ と 、 顧
客 端 末 ５ と 、 保 守 Ｐ Ｃ ７ と 、 ダ イ ヤ ル ア ッ プ ル ー タ ９ と 、 公 衆 電 話 回 線 網 １ １ と 、 遠 隔 保
守 セ ン タ ー 端 末 １ ３ と 、 を 備 え る 。 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ は 、 複 数 の MP（ マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ
） １ ５ 、 １ ７ （ 図 示 と 説 明 の 都 合 上 、 図 １ で は 、 符 号 １ ５ 、 １ ７ を 付 し た ２ 個 の み を 記 載
） と 、 シ ス テ ム メ モ リ （ 例 え ば 、 情 報 処 理 シ ス テ ム の 稼 動 や 、 保 守 管 理 に 必 要 な シ ス テ ム
構 成 情 報 や 、 稼 働 管 理 情 報 等 が 格 納 さ れ て い る SM（ 共 有 メ モ リ ） ） １ ９ と 、 を 備 え る 。 上
記 各 部 に 加 え て 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ は 、 複 数 の 記 憶 デ バ イ ス ２ １ （ 図 示 と 説 明 の 都 合 上 、
図 １ で は 、 符 号 ２ １ を 付 し た １ 個 の み を 記 載 ） と 、 第 １ の SVP２ ３ と 、 第 ２ の SVP２ ５ と 、
CM（ キ ャ ッ シ ュ メ モ リ ） と 、 を 備 え る 。 更 に 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ 内 に は 、 シ ス テ ム バ ス ２
７ と 、 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ９ と が 布 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 位 装 置 １ は 、 CPU（ Central Processing Unit） や メ モ リ 等 の 情 報 処 理 資 源 を 備 え る コ
ン ピ ュ ー タ 装 置 で あ る 。 上 位 装 置 １ は 、 所 定 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ３ １ を 通 じ て 、 ス ト レ ー
ジ 装 置 ３ と の 間 で デ ー タ の 授 受 （ デ ー タ 通 信 ） を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ に お い て 、 MP１ ５ は 、 例 え ば 上 位 装 置 １ と の 間 で デ ー タ 通 信 を 行 う た
め の CHA（ チ ャ ネ ル ア ダ プ タ ） に 内 蔵 さ れ て い る 。 一 方 、 MP１ ７ は 、 例 え ば 記 憶 デ バ イ ス
２ １ と の 間 で デ ー タ の 授 受 を 行 う た め の DKA（ デ ィ ス ク ア ダ プ タ ） に 内 蔵 さ れ て い る 。 MP
１ ５ と MP１ ７ と は 、 例 え ば シ ス テ ム バ ス ２ ７ 、 及 び SM（ シ ス テ ム メ モ リ ） １ ９ を 通 じ て 、
或 い は シ ス テ ム バ ス ２ ７ を 通 じ て 、 通 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 MP１ ５ 、 及 び MP１ ７ に は 、 夫 々 MP１ ５ 、 MP１ ７ が 所 定 の 処 理 動 作 を 実 行 す る た め の マ イ
ク ロ プ ロ グ ラ ム が 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 MP１ ５ は 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ３ １ を 通 じ て 上 位 装 置 １ か ら の READ要 求 を 受 信 す る と 、 上
記 CMの 所 定 記 憶 領 域 に 一 時 的 に 保 持 さ れ て い る 、 上 記 READ要 求 に 対 応 す る デ ー タ を 、 シ ス
テ ム バ ス ２ ７ を 通 じ て 読 み 出 す 。 そ し て 、 該 読 み 出 し た デ ー タ を 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ３ １
を 通 じ て 上 位 装 置 １ へ 転 送 す る 。 MP１ ５ は 、 ま た 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ３ １ を 通 じ て 上 位 装
置 １ か ら の WRITE要 求 を 受 信 す る と 、 該 WRITE要 求 に 従 い 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ３ １ を 通 じ て
上 位 装 置 １ か ら 転 送 さ れ た デ ー タ を 、 シ ス テ ム バ ス ２ ７ を 通 じ て 上 記 CMの 所 定 記 憶 領 域 に
書 き 込 む 。 こ れ に よ り 、 該 デ ー タ を 、 上 記 CMに 一 時 的 に 保 持 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 MP１ ７ は 、 MP１ ５ か ら の 通 知 に 基 づ き 、 上 位 装 置 １ か ら の READ要 求 に 応 じ た デ ー タ を 、
シ ス テ ム バ ス ２ ７ を 通 じ て 記 憶 デ バ イ ス ２ １ か ら 読 み 出 し 、 該 読 み 出 し た デ ー タ を 、 上 記
CMの 所 定 記 憶 領 域 に 書 き 込 む 。 MP１ ７ は 、 ま た 、 MP１ ５ か ら の 通 知 に 基 づ き 、 上 位 装 置 １
か ら の WRITE要 求 に よ っ て 上 記 CMの 所 定 記 憶 領 域 に 書 き 込 ま れ た デ ー タ を 、 シ ス テ ム バ ス
２ ７ を 通 じ て 記 憶 デ バ イ ス に 書 き 込 む 。 こ れ に よ っ て 、 該 デ ー タ を 、 記 憶 デ バ イ ス ２ １ に
保 存 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ の SVP２ ３ 、 及 び 第 ２ の SVP２ ５ に は 、 同 一 の 回 路 構 成 を 備 え 、 且 つ 、 同 一 の 機 能 を
有 す る PC（ パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ） が 採 用 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ の SVP２
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３ 、 及 び 第 ２ の SVP２ ５ の 回 路 構 成 に つ い て は 、 比 較 的 故 障 率 の 高 い HDD（ ハ ー ド デ ィ ス ク
ド ラ イ ブ ） や FDD（ フ ロ ッ ピ デ ィ ス ク ド ラ イ ブ ） や CD（ コ ン パ ク ト デ ィ ス ク ） － ROM等 の デ
バ イ ス を 排 除 し た も の と な っ て い る 。 第 １ の SVP２ ３ 、 及 び 第 ２ の SVP２ ５ が 夫 々 備 え る 回
路 構 成 の 詳 細 に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 、 第 １ の SVP２ ３ 、 及 び 第 ２ の SVP２ ５ が 夫 々 有 す る 機 能 と は 、 何 れ も 高 い 信 頼 性 が
要 求 さ れ る 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ に 対 す る 監 視 機 能 、 及 び 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末 １ ３ や 顧 客
端 末 ５ へ の 通 報 機 能 で あ る 。 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末 ３ や 顧 客 端 末 ５ へ の 通 報 機 能 と は 、 監
視 機 能 に よ っ て 検 知 さ れ た 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ に 発 生 し た 障 害 等 の イ ベ ン ト を 、 遠 隔 保 守
セ ン タ ー 端 末 ３ や 顧 客 端 末 ５ へ 通 報 す る た め の も の で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ の SVP
２ ３ 、 及 び 第 ２ の SVP２ ５ の 機 能 を 、 例 え ば ス ト レ ー ジ 装 置 ３ に 発 生 し た 障 害 の 通 報 機 能
、 障 害 以 外 の 情 報 の 通 報 機 能 、 及 び SNMP機 能 に 限 定 し て 、 第 １ の SVP２ ３ 、 及 び 第 ２ の SVP
２ ５ に 搭 載 さ れ る OSを 始 め と す る プ ロ グ ラ ム の 量 を 少 な く し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ の SVP２ ３ （ 又 は 第 ２ の SVP２ ５ ） は 、 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ９ を 通 じ て MP１ ５ 、 及 び
MP１ ７ と の 間 で 通 信 を 行 う の み な ら ず 、 外 部 LAN３ ３ を 通 じ て 顧 客 端 末 ５ 、 及 び 保 守 PC７
と の 間 で も 通 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 保 守 PC７ に は 、 第 １ の SVP２ ３ 、 及 び 第 ２ の SVP２ ５ と 同 一 の 回 路 構 成
を 備 え た も の が 採 用 さ れ て お り 、 且 つ 、 例 え ば GUI（ Graphical User Interface） を 持 っ
た 市 販 の OS（ Operating System） が 搭 載 さ れ て い る 。 そ し て 、 該 OS上 に は 、 保 守 PC７ が 、
操 作 性 の 要 求 さ れ る ス ト レ ー ジ 装 置 ３ に 対 す る 諸 々 の 設 定 作 業 や 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ に 対
す る 保 守 作 業 等 を 行 う た め の 操 作 用 端 末 と し て 機 能 す る よ う に 、 専 用 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン
・ プ ロ グ ラ ム が 搭 載 さ れ て い る 。 保 守 PC７ は 、 上 記 専 用 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム
が 起 動 す る こ と に よ り 、 外 部 LAN３ ３ 、 及 び 第 １ の SVP２ ３ （ 又 は 第 ２ の SVP２ ５ ） を 通 じ
て MP１ ５ 、 又 は MP１ ７ と の 間 で 交 信 を 行 い 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ の 保 守 管 理 に 必 要 な 設 定 を
実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ダ イ ヤ ル ア ッ プ ル ー タ ９ は 、 ダ イ ヤ ル ア ッ プ 接 続 機 能 を 備 え た ル ー タ で あ り 、 着 信 機 能
を 備 え 、 外 部 か ら の ダ イ ヤ ル ア ッ プ 接 続 リ ク エ ス ト に 対 す る 接 続 サ ー バ と し て も 機 能 し 得
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末 １ ３ は 、 公 衆 電 話 回 線 網 １ １ 、 ダ イ ヤ ル ア ッ プ ル ー タ ９ 、 外 部 LA
N３ ３ 、 及 び 第 １ の SVP２ ３ （ 又 は 第 ２ の SVP２ ５ ） を 通 じ て MP１ ５ 、 又 は MP１ ７ と の 間 で
交 信 を 行 う こ と に よ り 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ の 遠 隔 か ら の 保 守 管 理 に 必 要 な デ ー タ を 、 MP１
５ 、 又 は MP１ ７ か ら 取 得 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 ３ の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ２ に お い て 、 ホ ス ト 装 置 ３ ５ は 、 図 １ で 示 し た 上 位 装 置 １ に 対 応 し て お り 、 CPUや メ
モ リ 等 の 情 報 処 理 資 源 を 備 え る コ ン ピ ュ ー タ 装 置 で あ る 。 ホ ス ト 装 置 ３ ５ は 、 例 え ば キ ー
ボ ー ド ス イ ッ チ や 、 ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス や 、 マ イ ク ロ フ ォ ン 等 の 情 報 入 力 手 段 （ 図 示
し な い ） と 、 例 え ば モ ニ タ デ ィ ス プ レ イ や ス ピ ー カ 等 の 情 報 出 力 手 段 （ 図 示 し な い ） と を
有 す る 。 ま た 、 ホ ス ト 装 置 ３ ５ は 、 例 え ば ス ト レ ー ジ 装 置 ３ が 提 供 す る 記 憶 領 域 を 使 用 す
る デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト ウ ェ ア 等 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム ３ ５ aと 、 通 信 ネ ッ ト ワ
ー ク ６ ７ を 通 じ て ス ト レ ー ジ 装 置 ３ に ア ク セ ス す る た め の ア ダ プ タ ３ ５ bと を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ６ ７ と し て は 、 例 え ば LAN（ Local Area Network） 、 SAN（ Storage Ar
ea Network） 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 専 用 回 線 、 公 衆 回 線 等 を 場 合 に 応 じ て 適 宜 使 い 分 け る こ
と が で き る 。 こ こ で 、 LANを 通 じ た デ ー タ 通 信 は 、 例 え ば TCP/IP（ Transmission Control 
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Protocol/Internet Protocol） プ ロ ト コ ル に 従 っ て 行 わ れ る 。 ホ ス ト 装 置 ３ ５ が LANを 通
じ て ス ト レ ー ジ 装 置 ３ に 接 続 さ れ る 場 合 、 ホ ス ト 装 置 ３ ５ は 、 フ ァ イ ル 名 を 指 定 し て フ ァ
イ ル 単 位 で の デ ー タ 入 出 力 を 要 求 す る 。 こ れ に 対 し 、 ホ ス ト 装 置 ３ ５ が SANを 通 じ て ス ト
レ ー ジ 装 置 ３ 等 に 接 続 さ れ る 場 合 、 ホ ス ト 装 置 ３ ５ は 、 フ ァ イ バ チ ャ ネ ル プ ロ ト コ ル に 従
っ て 、 複 数 の デ ィ ス ク 記 憶 装 置 （ デ ィ ス ク ド ラ イ ブ ） に よ り 提 供 さ れ る 記 憶 領 域 の デ ー タ
管 理 単 位 で あ る ブ ロ ッ ク を 単 位 と し て デ ー タ 入 出 力 を 要 求 す る 。 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ６ ７ が
LANで あ る 場 合 、 上 記 ア ダ プ タ ３ ５ bは 、 例 え ば LAN対 応 の ネ ッ ト ワ ー ク カ ー ド で あ る 。 通
信 ネ ッ ト ワ ー ク ６ ７ が SANの 場 合 に は 、 上 記 ア ダ プ タ ３ ５ bは 、 例 え ば ホ ス ト バ ス ア ダ プ タ
（ HBA） で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ は 、 例 え ば デ ィ ス ク ア レ イ サ ブ シ ス テ ム と し て 構 成 さ れ る も の で あ る
。 但 し 、 こ れ に 限 ら ず 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ を 、 高 機 能 化 さ れ た イ ン テ リ ジ ェ ン ス 型 の フ ァ
イ バ チ ャ ネ ル ス イ ッ チ と し て 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ は 、 コ ン ト ロ
ー ラ 部 と 記 憶 装 置 部 と に 大 別 す る こ と が で き る 。 コ ン ト ロ ー ラ 部 は 、 例 え ば 複 数 の CHA３
７ 、 ３ ９ （ 図 ２ で は 、 ２ 個 の み 記 載 ） と 、 複 数 の デ ィ ス ク ア ダ プ タ （ DKA） ５ ３ 、 ５ ５ （
図 ２ で は 、 ２ 個 の み 記 載 ） と 、 を 備 え る 。 コ ン ト ロ ー ラ 部 は 、 上 記 各 部 に 加 え て 、 更 に 、
複 数 枚 の キ ャ ッ シ ュ ボ ー ド （ Cache） ４ １ 、 ４ ３ （ 図 ２ で は 、 ２ 枚 の み 記 載 ） 上 に 搭 載 さ
れ た 共 有 メ モ リ （ SM） ４ ５ 、 ４ ７ 、 及 び キ ャ ッ シ ュ メ モ リ （ CM） ４ ９ 、 ５ １ と 、 例 え ば LA
Nを 通 じ て 接 続 さ れ た 第 １ の SVP２ ３ 、 第 ２ の SVP２ ５ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 各 CHA３ ７ 、 ３ ９ は 、 夫 々 例 え ば ホ ス ト 装 置 ３ ５ と の 間 で デ ー タ 通 信 を 行 う た め の 通 信
ポ ー ト ３ ７ a、 ３ ９ aを 備 え る 。 上 記 に 加 え て 、 各 CHA３ ７ 、 ３ ９ は 、 夫 々 CPUや メ モ リ 等 を
備 え た マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム と し て 構 成 さ れ て お り 、 例 え ば ホ ス ト 装 置 ３ ５ か ら
受 信 し た 各 種 コ マ ン ド を 解 釈 し て 実 行 す る 。 各 CHA３ ７ 、 ３ ９ に は 、 夫 々 を 識 別 す る た め
の ネ ッ ト ワ ー ク ア ド レ ス （ 例 え ば 、 IPア ド レ ス や WWN（ World Wide Name） ） が 割 り 当 て ら
れ て お り 、 夫 々 が 個 別 に NAS（ Network Attached Storage） と し て 振 る 舞 う こ と が で き る
よ う に な っ て い る 。 複 数 の ホ ス ト 装 置 （ ３ ５ ） が 存 在 す る 場 合 に は 、 各 CHA３ ７ 、 ３ ９ は
、 各 ホ ス ト 装 置 （ ３ ５ ） か ら の 要 求 を 夫 々 個 別 に 受 け 付 け る こ と が で き る よ う に な っ て い
る 。 な お 、 CHA３ ９ は 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ６ ５ を 通 じ て ホ ス ト 装 置 ３ ５ と は 別 の ホ ス ト 装
置 （ 図 示 し な い ） や 、 別 の ス ト レ ー ジ 装 置 （ 図 示 し な い ） と 接 続 さ れ る 。
　 各 DKA５ ３ 、 ５ ５ は 、 例 え ば RAID構 成 に な っ て い る 複 数 個 の PDEV（ ６ １ １ ～ ６ １ ４ 、 ６
３ １ ～ ６ ３ ４ ） と の 間 で デ ー タ の 授 受 を 行 う た め 、 各 PDEV（ ６ １ １ ～ ６ １ ４ 、 ６ ３ １ ～ ６
３ ４ ） と 接 続 す る の に 必 要 な 通 信 ポ ー ト ５ ３ a、 ５ ５ aを 夫 々 備 え る 。 上 記 に 加 え て 、 各 DK
A５ ３ 、 ５ ５ は 、 夫 々 CPUや メ モ リ 等 を 備 え た マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム と し て 構 成 さ
れ て お り 、 CHA３ ７ が ホ ス ト 装 置 ３ ５ か ら 受 信 し た デ ー タ を 、 ホ ス ト 装 置 ３ ５ か ら の リ ク
エ ス ト （ 書 き 込 み 命 令 ） に 基 づ い て 、 所 定 の PDEV（ ６ １ １ ～ ６ １ ４ 、 ６ ３ １ ～ ６ ３ ４ ） の
所 定 の ア ド レ ス に 書 き 込 む 。 各 DKA５ ３ 、 ５ ５ は 、 ま た 、 ホ ス ト 装 置 ３ ５ か ら の リ ク エ ス
ト （ 読 み 出 し 命 令 ） に 基 づ い て 所 定 の PDEV（ ６ １ １ ～ ６ １ ４ 、 ６ ３ １ ～ ６ ３ ４ ） の 所 定 の
ア ド レ ス か ら デ ー タ を 読 み 出 し 、 該 デ ー タ を 、 CHA３ ７ を 通 じ て ホ ス ト 装 置 ３ ５ へ 送 信 す
る 。
　 各 DKA５ ３ 、 ５ ５ が PDEV（ ６ １ １ ～ ６ １ ４ 、 ６ ３ １ ～ ６ ３ ４ ） と の 間 で デ ー タ 入 出 力 を
行 う 場 合 、 各 DKA５ ３ 、 ５ ５ は 、 論 理 的 な ア ド レ ス を 物 理 的 な ア ド レ ス に 変 換 す る 。 な お
、 各 DKA５ ３ 、 ５ ５ は 、 PDEV（ ６ １ １ ～ ６ １ ４ 、 ６ ３ １ ～ ６ ３ ４ ） が RAIDに 従 っ て 管 理 さ
れ て い る 場 合 に は 、 RAID構 成 に 応 じ た デ ー タ ア ク セ ス を 行 う こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 １ の SVP２ ３ 、 第 ２ の SVP２ ５ は 、 夫 々 管 理 用 の コ ン ソ ー ル と し て 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３
全 体 の 動 作 を 監 視 ・ 制 御 す る た め の コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト （ 図 示 し な い ） に 接 続 さ れ て い
る 。 第 １ の SVP２ ３ 、 第 ２ の SVP２ ５ は 、 夫 々 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト （ 図 示 し な い ） か ら 伝
送 さ れ る ス ト レ ー ジ 装 置 ３ 内 の 障 害 情 報 を 表 示 部 に 表 示 し た り 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト （
図 示 し な い ） に 対 し 、 PDEV（ ６ １ １ ～ ６ １ ４ 、 ６ ３ １ ～ ６ ３ ４ ） の 閉 塞 処 理 等 を 指 令 す る
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よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 CM４ ９ 、 ５ １ は 、 夫 々 CHA３ ７ が ホ ス ト 装 置 ３ ５ か ら 受 信 し た デ ー タ や 、 各 DKA５ ３ 、 ５
５ が PDEV（ ６ １ １ ～ ６ １ ４ 、 ６ ３ １ ～ ６ ３ ４ ） か ら 読 み 出 し た デ ー タ を 一 時 的 に 記 憶 す る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 SM４ ５ 、 ４ ７ に は 、 夫 々 制 御 情 報 等 が 格 納 さ れ る 。 ま た 、 SM４ ５ 、 ４ ７ に は 、 夫 々 ワ ー
ク 領 域 が 設 定 さ れ る 他 、 例 え ば マ ッ ピ ン グ テ ー ブ ル 等 の 各 種 テ ー ブ ル 類 も 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 記 憶 装 置 部 は 、 複 数 の PDEV（ ６ １ １ ～ ６ １ ４ 、 ６ ３ １ ～ ６ ３ ４ ） を 備 え る 。 PDEV（ ６ １

１ ～ ６ １ ４ 、 ６ ３ １ ～ ６ ３ ４ ） と し て は 、 例 え ば ハ ー ド デ ィ ス ク 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク
、 磁 気 テ ー プ 、 半 導 体 メ モ リ 、 光 デ ィ ス ク 等 の よ う な デ バ イ ス を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ３ は 、 図 １ に 記 載 の ス ト レ ー ジ 装 置 ３ が 備 え る 第 １ の SVP２ ３ 、 第 ２ の SVP２ ５ の 回 路
構 成 の 詳 細 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 既 述 の よ う に 、 第 １ の SVP２ ３ と 、 第 ２ の SVP２ ５ と
は 、 同 一 の 回 路 構 成 を 備 え て い る の で 、 以 下 で は 、 図 ３ に 示 す 回 路 構 成 を 、 第 １ の SVP２
３ の 回 路 構 成 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の SVP２ ３ は 、 CPU７ １ と 、 メ モ リ ７ ３ と 、 チ ッ プ セ ッ ト ７ ５ と
、 駆 動 電 源 ７ ７ と 、 フ ラ ッ シ ュ ROM７ ９ と 、 第 １ の LAN接 続 回 路 ８ １ と 、 第 ２ の LAN接 続 回
路 ８ ３ と 、 PCカ ー ド コ ン ト ロ ー ラ ８ ５ と 、 モ デ ム カ ー ド ８ ７ と 、 を 備 え る 。 上 記 各 部 に 加
え て 、 第 １ の SVP２ ３ は 、 更 に 、 PCIバ ス ８ ９ と 、 第 １ の LANの I／ Oポ ー ト ９ １ と 、 第 ２ の L
ANの I／ Oポ ー ト ９ ３ と 、 電 源 入 力 端 子 ９ ５ を も 備 え る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 メ モ リ ７ ３ に は 、 第 １ の SVP２ ３ が 例 え ば 上 述 し た 通 報 機 能 や 、 SNMP機 能 を 発 揮 す る の
に 必 要 な OSを 始 め と す る プ ロ グ ラ ム や 、 不 揮 発 性 の 固 定 デ ー タ が 格 納 さ れ て い る も の と す
る 。 メ モ リ ７ ３ は 、 CPU７ １ か ら の デ ー タ 読 み 出 し 要 求 に 応 じ て 、 上 記 固 定 デ ー タ を 、 CPU
７ １ に 出 力 す る 。 チ ッ プ セ ッ ト ７ ５ は 、 CPU７ １ の 制 御 下 で 、 PCIバ ス ８ ９ を 通 じ て フ ラ ッ
シ ュ ROM７ ９ 、 第 １ の LAN接 続 回 路 ８ １ 、 第 ２ の LAN接 続 回 路 ８ ３ 、 及 び PCカ ー ド コ ン ト ロ
ー ラ ８ ５ の 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 フ ラ ッ シ ュ ROM７ ９ は 、 EEPROMと 同 様 の 機 能 を 有 し て お り 、 通 常 の PCに 内 蔵 さ れ る HDDや
FDDや CD－ ROM等 の 記 憶 デ バ イ ス の 代 り に 第 １ の SVP２ ３ に 備 え ら れ て い る 。 本 実 施 形 態 で
は 、 フ ラ ッ シ ュ ROM７ ９ は 、 第 １ の SVP２ ３ に 設 け ら れ る PCMCIAス ロ ッ ト に 差 し 込 ん で 使 用
す る PCカ ー ド で あ る 。 フ ラ ッ シ ュ ROM７ ９ に 格 納 さ れ る デ ー タ （ 情 報 ） と し て は 、 例 え ば
後 述 す る よ う な （ 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 説 明 す る よ う な ） ス ト レ ー ジ 装 置 ３ の
構 成 情 報 、 SIM（ Service Information Message） 、 ロ グ 、 イ ベ ン ト 等 の 情 報 が 挙 げ ら れ る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 １ の LAN接 続 回 路 ８ １ は 、 第 １ の LANの I／ Oポ ー ト ９ １ を 通 じ て 、 例 え ば 図 １ で 示 し た
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ９ に 接 続 さ れ る 。 一 方 、 第 ２ の LAN接 続 回 路 ８ ３ は 、 第 ２ の LANの I／ O
ポ ー ト ９ ３ を 通 じ て 、 例 え ば 図 １ で 示 し た 外 部 LAN３ ３ に 接 続 さ れ る 。 第 １ の LAN接 続 回 路
８ １ が 第 １ の LANの I／ Oポ ー ト ９ １ を 通 じ て 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ９ に 接 続 さ れ 、 且 つ 、 第
２ の LAN接 続 回 路 ８ ３ が 第 ２ の LANの I／ Oポ ー ト ９ ３ を 通 じ て 外 部 LAN３ ３ に 接 続 さ れ る こ
と に よ り 、 第 １ の SVP２ ３ を 通 じ た MP１ ５ 、 又 は MP１ ７ と 、 保 守 PC７ と の 間 の 交 信 が 可 能
に な る 。 同 様 に 、 顧 客 端 末 ５ と 、 MP１ ５ 、 又 は MP１ ７ と の 間 の 交 信 や 、 遠 隔 保 守 セ ン タ ー
端 末 １ ３ と 、 MP１ ５ 、 又 は MP１ ７ と の 間 の 交 信 も 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 PCカ ー ド コ ン ト ロ ー ラ ８ ５ は 、 例 え ば （ 図 １ で 示 し た ） 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末 １ ３ に よ
り 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ の 遠 隔 保 守 を 実 施 す る 場 合 等 に 駆 動 さ れ る も の で 、 第 １ の SVP２ ３
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に 設 け ら れ る PCカ ー ド ス ロ ッ ト に 差 し 込 ま れ る モ デ ム カ ー ド ８ ７ と PCIバ ス ８ ９ と の 間 の
接 続 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 CPU７ １ は 、 上 述 し た 第 １ の SVP２ ３ を 構 成 す る 各 部 の 動 作 を 制 御 す る 。 CPU７ １ は 、 PCI
バ ス ８ ９ 、 第 １ の LAN接 続 回 路 ８ １ 、 第 １ の LANの ポ ー ト ９ １ 、 及 び 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ９
を 通 じ て MP１ ５ 、 又 は MP１ ７ と の 間 で 交 信 を 行 う 。 CPU７ １ は 、 ま た 、 PCIバ ス ８ ９ 、 第 ２
の LAN接 続 回 路 ８ ３ 、 第 ２ の LANの ポ ー ト ９ ３ 、 及 び 外 部 LAN３ ３ を 通 じ て 、 保 守 PC７ 、 及
び 顧 客 端 末 ５ と の 間 で 交 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 駆 動 電 源 ７ ７ は 、 電 源 入 力 端 子 ９ ５ を 通 じ て 供 給 さ れ る 電 力 を 蓄 積 し 、 駆 動 電 圧 と し て
、 第 １ の SVP２ ３ の 各 部 に 所 定 の DC電 圧 を 供 給 す る （ バ ッ テ リ 等 の ） 直 流 電 源 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ４ は 、 図 １ で 示 し た 第 １ の SVP２ ３ （ 又 は 第 ２ の SVP２ ５ ） 、 保 守 PC７ 、 顧 客 端 末 ５ 、
及 び 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末 １ ３ が 夫 々 有 す る 機 能 の 一 覧 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ４ に お い て 、 保 守 PC７ が 有 す る 装 置 設 定 （ ス ト レ ー ジ 装 置 ３ に 対 す る 諸 々 の 設 定 作 業
） や 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ に 対 す る 保 守 作 業 に 係 わ る 機 能 は 、 既 述 の よ う に 、 何 れ も 信 頼 性
よ り も む し ろ 、 操 作 性 を 要 求 さ れ る 機 能 で あ る 。 装 置 設 定 に は 、 上 述 し た ス ト レ ー ジ 装 置
３ に 係 わ る 構 成 情 報 の 設 定 、 及 び ス ト レ ー ジ 装 置 ３ の 初 期 設 定 が 、 一 方 、 保 守 作 業 に は 、
装 置 状 態 表 示 、 障 害 ロ グ 情 報 表 示 、 閾 値 等 設 定 ・ 変 更 、 部 品 交 換 、 マ イ ク ロ 交 換 、 及 び ダ
ン プ 採 取 が 、 夫 々 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 保 守 作 業 に お い て 、 マ イ ク ロ 交 換 と は 、 図 １ で 示 し た MP１ ５ 、 及 び MP１ ７ に 夫 々
搭 載 さ れ る マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム の 交 換 作 業 の こ と を 指 し 、 ま た 、 ダ ン プ 採 取 と は 、 ス ト レ
ー ジ 装 置 ３ に 発 生 し た 障 害 の 解 析 に 必 要 な 情 報 で あ る 障 害 情 報 を 採 取 し た と き の 操 作 の ロ
グ の こ と を 指 す 。 上 述 し た 保 守 作 業 は 、 図 ４ に お い て ◎ 印 で 示 す よ う に 、 保 守 PC７ で 操 作
さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 第 １ の SVP２ ３ （ 又 は 第 ２ の SVP２ ５ ） は 、 何 れ も 比 較 的 高 い 信 頼 性 を 要 求 さ れ る
（ 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末 １ ３ の ） 監 視 ・ 遠 隔 保 守 機 能 を サ ポ ー ト す る た め の 機 能 と 、 SNMP
通 報 に 係 わ る 機 能 を 有 す る 。 こ こ で 、 監 視 機 能 と は 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ か ら 遠 隔 の 位 置 に
存 在 す る 保 守 セ ン タ ー の 端 末 （ 即 ち 、 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末 ） １ ３ か ら ス ト レ ー ジ 装 置 ３
内 の 設 定 情 報 を 見 る 機 能 の こ と を 指 す 。 換 言 す れ ば 、 第 １ の SVP２ ３ （ 又 は 第 ２ の SVP２ ５
） が 監 視 ・ 遠 隔 保 守 機 能 を サ ポ ー ト す る た め の 機 能 を 有 す る と い う こ と は 、 第 １ の SVP２
３ （ 又 は 第 ２ の SVP２ ５ ） が 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ と は 別 の 遠 隔 の 地 に 存 在 す る 端 末 （ 即 ち
、 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末 １ ３ ） の 、 言 わ ば 窓 口 に な っ て い る こ と を 意 味 す る 。 上 述 し た 監
視 ・ 遠 隔 保 守 機 能 を 実 現 す る た め に 操 作 さ れ る 端 末 は 、 ◎ 印 で 示 す よ う に 、 遠 隔 保 守 セ ン
タ ー 端 末 １ ３ で あ り 、 ま た 、 SNMP通 報 機 能 を 実 現 す る た め に 操 作 さ れ る 端 末 は 、 同 じ く ◎
印 で 示 す よ う に 、 顧 客 端 末 ５ で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 保 守 PC７ と 、 第 １ の SVP２ ３
（ 又 は 第 ２ の SVP２ ５ ） と を 、 ハ ー ド ウ ェ ア 的 に 分 離 す る こ と と し た の で 、 第 １ の SVP２ ３
（ 又 は 第 ２ の SVP２ ５ ） に よ っ て 、 高 い 信 頼 性 が 要 求 さ れ る 監 視 ・ 遠 隔 保 守 機 能 に 対 応 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ を 構 成 す る 各 ク ラ ス タ 毎 に 実 装 が 必 要 な SVP（ 第 １ の SVP２ ３ ／
第 ２ の SVP２ ５ ） の ハ ー ド ウ ェ ア を 小 型 化 す る こ と が で き る の で 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ 全 体
と し て の 原 価 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 SVP（ 第 １ の SVP２ ３ 、 第 ２ の SVP２ ５ ） の ハ ー ド ウ ェ ア を 小 型 化 す る こ と に よ り
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、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ に お け る SVP（ 第 １ の SVP２ ３ 、 第 ２ の SVP２ ５ ） の 実 装 ス ペ ー ス が 小
さ く な る の で 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ３ に お け る SVP（ 第 １ の SVP２ ３ 、 第 ２ の SVP２ ５ ） の 二 重
化 構 成 の 実 装 が 容 易 に 行 え る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 更 に 、 高 機 能 化 、 及 び 良 好 な 操 作 性 が 要 求 さ れ る 保 守 PC７ に つ い て は 、 ス ト レ ー ジ 装 置
３ の 外 部 に 設 置 す る こ と が で き る の で 、 複 数 の ス ト レ ー ジ 装 置 に お い て 保 守 PC７ の 共 用 化
を 図 る こ と も 可 能 に な る の で 、 複 数 台 の ス ト レ ー ジ 装 置 （ ３ ） か ら 成 る ス ト レ ー ジ 装 置 シ
ス テ ム の 原 価 低 減 を 図 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 に あ っ て は 、 SVP（ の 状 態 が 正 常 か 否 か ） の 監 視 は 、 主 に 、 以 下 の ２ つ
の 方 法 の う ち の 何 れ か に よ っ て 行 わ れ て い た 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 第 １ の 方 法 は 、 監 視 対 象 で あ る SVPと は 別 の 、 SVPを 監 視 す る た め の 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア
を 設 け て 、 該 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア に よ り SVPと 通 信 を 行 い 、 SVPか ら 該 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア
に 対 し て 応 答 が 無 い 場 合 に 、 SVPに 障 害 が 発 生 し た と 判 断 す る も の で あ る 。 ま た 、 第 ２ の
方 法 は 、 SVPに 搭 載 さ れ て い る ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム が 、 自 己 の 動 作 を 監 視 し 、
そ の 結 果 、 自 己 の 動 作 が 異 常 で あ る と 判 断 し た 場 合 に 、 SVPを リ ブ ー ト （ 再 起 動 ） す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 し か し 、 上 述 し た 第 １ の 方 法 に は 、 SVPを 監 視 す る た め の 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア が 二 重 化
（ 冗 長 化 ） さ れ て い な い た め 、 該 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア が 故 障 す る と 、 SVPに 発 生 し た 障 害
を 検 出 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。 或 い は 、 SVPが （ 第 １ の SVP、 第 ２ の SVPと
） 二 重 化 （ 冗 長 化 ） さ れ て い る よ う な 場 合 に は 、 二 重 化 さ れ て い る SVPが ２ 台 と も 異 常 と
判 断 さ れ て し ま う 虞 も あ る 。 ま た 、 上 述 し た 第 ２ の 方 法 に は 、 SVPに 搭 載 さ れ て い る ア プ
リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム 自 身 が 、 期 待 し た 通 り に 動 作 し て い る か 、 換 言 す れ ば 、 所 望 の
動 作 を 行 っ て い る か 否 か を 自 己 監 視 し て い る も の で 、 （ 監 視 対 象 で あ る SVPの ） ハ ー ド ウ
ェ ア に 故 障 が 発 生 し て 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム が 動 作 し な く な っ た 場 合 に は 、 監
視 対 象 で あ る SVPに 発 生 し た 異 常 を 検 出 す る こ と が で き な く な る と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 そ こ で 、 上 記 に 鑑 み て 、 以 下 に 記 載 す る よ う な 構 成 の ス ト レ ー ジ 装 置 が 本 発 明 者 に よ り
提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ー ジ 装 置 内 部 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス ト レ ー ジ 装 置 １ ０ １ は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ と 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ と
、 第 １ の ク ラ ス タ １ ０ ７ と 、 第 ２ の ク ラ ス タ １ ０ ９ と 、 第 １ の SVP１ ０ ３ 側 の HUB１ １ １ と
、 第 ２ の SVP１ ０ ５ 側 の HUB１ １ ３ と 、 第 １ の ク ラ ス タ １ ０ ７ 側 の HUB１ １ ７ と 、 第 ２ の ク
ラ ス タ １ ０ ９ 側 の HUB１ １ ９ と 、 を 備 え る 。 第 １ の SVP１ ０ ３ と 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ と は 、
同 一 の 内 部 構 成 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 即 ち 、 第 １ の SVP１ ０ ３ は 、 ハ ー ド ウ ェ ア で あ る SVP電 源 １ ２ １ 、 SVP電 源 制 御 回 路 １ ２
３ 、 HUB電 源 制 御 回 路 １ ２ ５ 、 第 １ の LAN接 続 回 路 １ ２ ７ 、 及 び 第 ２ の LAN接 続 回 路 １ ２ ９
と 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム で あ る 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ３ １ と 、 を 備 え る 。 一
方 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ も 、 第 １ の SVP１ ０ ３ に お け る と 同 様 に 、 ハ ー ド ウ ェ ア で あ る SVP電
源 １ ３ ３ 、 SVP電 源 制 御 回 路 １ ３ ５ 、 HUB電 源 制 御 回 路 １ ３ ７ 、 第 １ の LAN接 続 回 路 １ ３ ９
、 及 び 第 ２ の LAN接 続 回 路 １ ４ １ と 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム で あ る 監 視 ア プ リ ケ
ー シ ョ ン １ ４ ３ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 HUB１ １ ７ に は 、 制 御 信 号 の 非 反 転 入 力 端 子 を 持 つ 駆 動 電 源 １ １ ７ aが 内 蔵 さ れ て い る 。
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同 様 に 、 HUB１ １ ９ に は 、 制 御 信 号 の 反 転 入 力 端 子 を 持 つ 駆 動 電 源 １ １ ９ aが 内 蔵 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 第 １ の ク ラ ス タ １ ０ ７ に は 、 複 数 の MP（ 図 ５ で は 、 図 示 と 説 明 の 都 合 上 、 符 号 １ ４ ５ １

、 １ ４ ５ ２ 、 １ ４ ５ ３ を 付 し た ３ 個 の み を 記 載 す る ） と 、 各 々 の MPに 対 応 し て 設 け ら れ た
複 数 の HUB（ 図 ５ で は 、 図 示 と 説 明 の 都 合 上 、 符 号 １ ４ ７ １ 、 １ ４ ７ ２ 、 １ ４ ７ ３ を 付 し
た ３ 個 の み を 記 載 す る ） と 、 が 内 蔵 さ れ て い る 。 同 様 に 、 第 ２ の ク ラ ス タ １ ０ ９ に も 、 複
数 の MP（ 図 ５ で は 、 図 示 と 説 明 の 都 合 上 、 符 号 １ ４ ９ １ 、 １ ４ ９ ２ 、 １ ４ ９ ３ を 付 し た ３
個 の み を 記 載 す る ） と 、 各 々 の MPに 対 応 し て 設 け ら れ た 複 数 の HUB（ 図 ５ で は 、 図 示 と 説
明 の 都 合 上 、 符 号 １ ５ １ １ 、 １ ５ １ ２ 、 １ ５ １ ３ を 付 し た ３ 個 の み を 記 載 す る ） と 、 が 内
蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 な お 、 符 号 １ ５ ３ は 、 外 部 LAN１ ５ ５ を 通 じ て （ ス ト レ ー ジ 装 置 １ ０ １ 内 の ） 第 １ の SVP
１ ０ ３ 、 或 い は 第 ２ の SVP１ ０ ５ に 接 続 さ れ る 保 守 PCで あ り 、 符 号 １ ５ ７ は 、 外 部 LAN１ ５
５ を 通 じ て （ ス ト レ ー ジ 装 置 １ ０ １ 内 の ） 第 １ の SVP１ ０ ３ 、 或 い は 第 ２ の SVP１ ０ ５ に 接
続 さ れ る 顧 客 端 末 、 或 い は 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末 等 の 外 部 端 末 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ 、 及 び 第 ２ の SVP１ ０ ５ は 、 双 方 共 に 常 時 、 所 定 の 処
理 動 作 を 何 時 で も 実 行 可 能 な 状 態 （ 以 下 、 「 駆 動 状 態 」 と 表 記 す る ） に 置 か れ て お り 、 冗
長 化 （ 二 重 化 ） さ れ た 構 成 と な っ て い る 。 そ し て 、 第 １ の SVP１ ０ ３ 、 及 び 第 ２ の SVP１ ０
５ の 駆 動 状 態 が 共 に 正 常 で あ る 場 合 に は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ が 第 ２ の SVP１ ０ ５ に 優 先 し て
所 定 の 処 理 動 作 を 実 行 し 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ が 正 常 に 所 定 の 処 理 動 作
を 実 行 し て い る 限 り に お い て 、 待 機 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 SVP電 源 制 御 回 路 １ ２ ３ は 、 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ３ １ か ら の 制 御 動 作 の 開 始 指 令 に
基 づ き 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ 側 の SVP電 源 １ ３ ３ に 対 し 、 所 定 論 理 レ ベ ル の 制 御 信 号 （ SVP電
源 ON／ OFF制 御 信 号 ） を 出 力 す る 。 一 方 、 HUB電 源 制 御 回 路 １ ２ ５ は 、 HUB１ １ ７ の 駆 動 電
源 １ １ ７ a、 及 び HUB１ １ ９ の 駆 動 電 源 １ １ ９ aに 対 し 、 所 定 論 理 レ ベ ル の 制 御 信 号 （ HUB電
源 ON／ OFF制 御 信 号 ） を 出 力 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 HUB１ １ ７ 側 の 駆 動 電 源 １ １ ７ a、 及
び HUB１ １ ９ 側 の 駆 動 電 源 １ １ ９ aは 、 何 れ も 論 理 レ ベ ル "L"の 制 御 信 号 が 印 加 さ れ て い る
場 合 に 、 オ ン に な る よ う に 設 定 さ れ て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 第 １ の LAN接 続 回 路 １ ２ ７ は 、 HUB１ １ １ を 通 じ て HUB１ １ ７ 、 及 び HUB１ １ ９ に 接 続 さ れ
る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 第 ２ の LAN接 続 回 路 １ ２ ９ は 、 外 部 LAN１ ５ ５ を 通 じ て 保 守 PC１ ５ ３ 、 及 び 外 部 端 末 １ ５
７ に 接 続 さ れ る 。 第 １ の LAN接 続 回 路 １ ２ ７ が 、 HUB１ １ １ を 通 じ て HUB１ １ ７ 、 及 び HUB１
１ ９ に 接 続 さ れ 、 且 つ 、 第 ２ の LAN接 続 回 路 １ ２ ９ が 、 外 部 LAN１ ５ ５ を 通 じ て 保 守 PC１ ５
３ 、 及 び 外 部 端 末 １ ５ ７ に 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ の SVP１ ０ ３ を 通 じ た MP１ ４ ５ １

～ MP１ ４ ５ ３ 、 MP１ ４ ９ １ ～ MP１ ４ ９ ３ と 、 保 守 PC１ ５ ３ 、 及 び 外 部 端 末 １ ５ ７ と の 間 の
交 信 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 SVP電 源 １ ２ １ は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ を 構 成 す る 上 記 各 部 に 対 し 、 駆 動 電 源 を 供 給 す る 。
SVP電 源 １ ２ １ に よ る 上 記 駆 動 電 源 の 供 給 は 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ 側 の SVP電 源 制 御 回 路 １ ３
５ か ら 所 定 論 理 レ ベ ル の SVP電 源 ON制 御 信 号 が 出 力 さ れ て い れ ば 継 続 さ れ 、 SVP電 源 ON制 御
信 号 か ら SVP電 源 OFF制 御 信 号 に 切 り 替 わ る こ と に よ り 、 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 第 １ の SVP１ ０ ３ が 正 常 な 状 態 で 駆 動 し て い る 限 り に お い て 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ は 、 待 機
状 態 を 継 続 す る 。 第 ２ の SVP１ ０ ５ は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ と 同 一 の 内 部 構 成 を 備 え て お り 、
且 つ 、 第 １ の SVP１ ０ ３ と 同 様 の 処 理 動 作 を 行 う よ う に な っ て い る の で 、 第 ２ の SVP１ ０ ５
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の 内 部 構 成 に 関 す る 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 HUB１ １ ７ の 駆 動 電 源 １ １ ７ aに は 、 制 御 信 号 の 非 反 転 入 力 端 子 を 介 し て 上 記 制 御 信 号 が
入 力 さ れ 、 一 方 、 HUB１ １ ９ の 駆 動 電 源 １ １ ９ aに は 、 制 御 信 号 の 反 転 入 力 端 子 を 介 し て 上
記 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る 。 即 ち 、 駆 動 電 源 １ １ ７ aが オ ン で 、 HUB１ １ ７ が 駆 動 状 態 に あ る
と き に は 、 駆 動 電 源 １ １ ９ aが オ フ で 、 HUB１ １ ９ は 駆 動 停 止 状 態 に 置 か れ る 。 こ れ と は 逆
に 、 駆 動 電 源 １ １ ７ aが オ フ で 、 HUB１ １ ７ が 駆 動 停 止 状 態 に 置 か れ て い る と き に は 、 駆 動
電 源 １ １ ９ aが オ ン で HUB１ １ ９ は 駆 動 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 第 １ の SVP１ ０ ３ が 正 常 に 稼 働 し て い る と き に は 、 HUB１ １ ７ を 駆 動 さ せ る た め 、 （ 第 １
の SVP１ ０ ３ 側 の ） HUB電 源 制 御 回 路 １ ２ ５ か ら HUB電 源 ON／ OFF制 御 信 号 と し て 、 論 理 レ ベ
ル "L"の 信 号 が 出 力 さ れ 、 こ れ に よ り HUB１ １ ７ 側 の 駆 動 電 源 １ １ ７ aが オ ン に な る 。 し か
し 、 上 記 論 理 レ ベ ル "L"の 信 号 は 、 HUB１ １ ９ 側 の 駆 動 電 源 １ １ ９ aに は 、 反 転 入 力 端 子 を
通 じ て 論 理 レ ベ ル が "H"に 反 転 さ れ て 印 加 さ れ る の で 、 HUB１ １ ９ 側 の 駆 動 電 源 １ １ ９ aが
オ ン に な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 上 記 と は 逆 に 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ を 、 待 機 状 態 か ら 起 動 さ せ る に 際 し て は 、 HUB１ １ ９ を
駆 動 さ せ る た め 、 （ 第 ２ の SVP１ ０ ５ 側 の ） HUB電 源 制 御 回 路 １ ３ ７ か ら HUB電 源 ON／ OFF制
御 信 号 と し て 、 論 理 レ ベ ル "H"の 信 号 が 出 力 さ れ 、 こ れ が HUB１ １ ９ 側 の 駆 動 電 源 １ １ ９ a
に 、 反 転 入 力 端 子 を 通 じ て 論 理 レ ベ ル が "L"に 反 転 さ れ て 印 加 さ れ 、 HUB１ １ ９ 側 の 駆 動 電
源 １ １ ９ aが オ ン に な る 。 し か し 、 HUB１ １ ７ 側 の 駆 動 電 源 １ １ ７ aに は 、 非 反 転 入 力 端 子
を 通 じ て 論 理 レ ベ ル "H"の 制 御 信 号 が そ の ま ま 印 加 さ れ る の で 、 HUB１ １ ７ 側 の 駆 動 電 源 １
１ ７ aが オ ン に な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の SVP１ ０ ３ 側 の HUB電 源 制 御 回 路 １ ２
５ 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ 側 の HUB電 源 制 御 回 路 １ ３ ７ の ど ち ら か ら で も 、 HUB１ １ ７ 側 の 駆 動
電 源 １ １ ７ a、 及 び HUB１ １ ９ 側 の 駆 動 電 源 １ １ ９ aに 対 し 、 HUB電 源 ON／ OFF制 御 信 号 を 出
力 す る こ と が 可 能 な よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ の よ う に 、 一 方 の HUB（ １ １ ７ ） が 駆 動 状 態 に あ る と き に 、 他 方 の HUB（ １ １ ９ ） を 駆
動 停 止 状 態 に 置 く こ と に よ っ て 、 例 え ば 第 １ の ク ラ ス タ １ ０ ７ 側 の MP１ ４ ５ １ か ら 第 １ の
SVP１ ０ ３ 、 及 び 第 ２ の SVP１ ０ ５ へ 転 送 さ れ る べ き デ ー タ が 、 重 複 さ れ て 転 送 さ れ る 不 具
合 を 防 止 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 HUB１ １ ７ 、 １ １ ９ が 共 に 駆 動 状 態 に あ る 場 合 に は
、 MP１ ４ ５ １ か ら 送 出 さ れ る デ ー タ は 、 HUB１ ４ ７ １ 、 HUB１ １ ７ 、 及 び HUB１ １ １ を 介 し
て 第 １ の SVP１ ０ ３ へ 転 送 さ れ 、 且 つ 、 HUB１ ４ ７ １ 、 HUB１ １ ９ 、 及 び HUB１ １ １ を 介 し て
も 第 １ の SVP１ ０ ３ へ 転 送 さ れ る こ と に な る 。 同 時 に 、 上 記 デ ー タ は 、 HUB１ ４ ７ １ 、 HUB
１ １ ７ 、 及 び HUB１ １ ３ を 介 し て 第 ２ の SVP１ ０ ５ へ 転 送 さ れ 、 且 つ 、 HUB１ ４ ７ １ 、 HUB１
１ ９ 、 及 び HUB１ １ ３ を 介 し て も 第 ２ の SVP１ ０ ５ へ 転 送 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 し か し 、 HUB１ １ ９ が 駆 動 停 止 状 態 に 置 か れ て い れ ば 、 MP１ ４ ５ １ か ら 送 出 さ れ る デ ー
タ が 、 HUB１ ４ ７ １ 、 HUB１ １ ９ 、 及 び HUB１ １ １ を 介 し て 第 １ の SVP１ ０ ３ へ 転 送 さ れ る こ
と は 無 い し 、 上 記 デ ー タ が 、 HUB１ ４ ７ １ 、 HUB１ １ ９ 、 及 び HUB１ １ ３ を 介 し て 第 ２ の SVP
１ ０ ５ へ 転 送 さ れ る こ と も 無 い 。 よ っ て 、 第 １ の ク ラ ス タ １ ０ ７ 側 の MP１ ４ ５ １ か ら 第 １
の SVP１ ０ ３ 、 及 び 第 ２ の SVP１ ０ ５ へ 転 送 さ れ る べ き デ ー タ が 、 重 複 さ れ て 転 送 さ れ る 不
具 合 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 第 １ の SVP１ ０ ３ に お い て 、 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ３ １ は 、 起 動 す る こ と に よ り 、 SVP
電 源 制 御 回 路 １ ２ ３ 、 及 び HUB電 源 制 御 回 路 １ ２ ５ に 対 し 、 夫 々 制 御 動 作 の 開 始 指 令 を 送
出 す る 。 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ３ １ は 、 例 え ば 第 １ の LAN接 続 回 路 １ ２ ７ 、 及 び 第 ２ の L
AN接 続 回 路 １ ２ ９ を 通 じ て 、 第 １ の SVP１ ０ ３ と 第 ２ の SVP１ ０ ５ と の 間 の 通 信 テ ス ト 、 第
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１ の SVP１ ０ ３ と 全 部 の MP（ １ ４ ５ １ ～ １ ４ ５ ３ 、 １ ４ ９ １ ～ １ ４ ９ ３ ） と の 間 の 通 信 テ
ス ト を 実 行 し 、 そ れ ら 通 信 テ ス ト の 実 行 結 果 を 、 後 述 す る 管 理 テ ー ブ ル に 記 録 す る 。 勿 論
、 第 ２ の SVP１ ０ ５ と の 間 の 通 信 テ ス ト で は 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ 側 で 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン
１ ４ ３ が 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ３ １ と 同 様 の 処 理 動 作 を 実 行 す る こ と が 必 要 で あ る 。 換
言 す れ ば 、 第 １ の SVP１ ０ ３ 、 及 び 第 ２ の SVP１ ０ ５ は 、 相 手 方 （ の SVP） が 正 常 に 動 作 し
て い る か 否 か を 互 い に 監 視 し 合 っ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 上 記 通 信 テ ス ト に お い て 、 例 え ば 第 ２ の SVP１ ０ ５ 側 （ の 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ４ ３
） か ら の 問 い 合 わ せ に 対 し 、 一 定 時 間 が 経 過 し て も 第 １ の SVP１ ０ ３ 側 （ の 監 視 ア プ リ ケ
ー シ ョ ン １ ３ １ ） か ら 応 答 が 無 い 場 合 に は 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ （ 側 の 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ
ン １ ４ ３ ） は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ に 異 常 が 発 生 し た と 判 断 す る 。 こ れ に よ り 、 SVP電 源 制 御
回 路 １ ３ ５ は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ の 駆 動 電 源 、 即 ち 、 SVP電 源 １ ２ １ に 対 し 、 SVP電 源 OFF制
御 信 号 を 出 力 す る こ と に よ り 、 SVP電 源 １ ２ １ を オ フ に す る 。 そ し て 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ は
、 待 機 状 態 か ら 直 ち に 第 １ の SVP１ ０ ３ に 替 わ っ て 所 定 の 処 理 動 作 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ３ １ は 、 上 述 し た 全 部 の MP（ １ ４ ５ １ ～ １ ４ ５ ３ 、 １ ４ ９ １ ～
１ ４ ９ ３ ） と の 間 の 通 信 テ ス ト 、 或 い は 、 上 記 全 部 の MP（ １ ４ ５ １ ～ １ ４ ５ ３ 、 １ ４ ９ １

～ １ ４ ９ ３ ） と の 間 の 通 常 の 通 信 に お い て 、 第 １ の SVP１ ０ ３ が 内 蔵 す る フ ラ ッ シ ュ ROMに
格 納 さ れ て い る ス ト レ ー ジ 装 置 １ ０ １ の 構 成 情 報 、 SIM（ Service Information Message）
、 ロ グ 、 ス ト レ ー ジ 装 置 １ ０ １ に お け る イ ベ ン ト 等 の 情 報 の 更 新 を 行 う 。 監 視 ア プ リ ケ ー
シ ョ ン １ ３ １ は 、 上 記 情 報 の 更 新 を 行 う タ イ ミ ン グ で 、 待 機 中 の 第 ２ の SVP１ ０ ５ 側 の 監
視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ４ ３ と の 間 で 通 信 を 行 う 。 こ の 通 信 に よ り 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ 側 の
フ ラ ッ シ ュ ROMに 格 納 さ れ て い る 上 記 と 同 一 の 情 報 も 更 新 さ れ る の で 、 第 １ の SVP１ ０ ３ 、
及 び 第 ２ の SVP１ ０ ５ は 、 常 時 、 同 一 の 情 報 を 保 有 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ こ で 、 MP（ １ ４ ５ １ ～ １ ４ ５ ３ 、 １ ４ ９ １ ～ １ ４ ９ ３ ） 、 保 守 PC１ ５ ３ 、 外 部 端 末 （
顧 客 端 末 、 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末 等 ） １ ５ ７ は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ （ の 監 視 ア プ リ ケ ー シ
ョ ン １ ３ １ ） の IPア ド レ ス に 対 し て 通 信 を 行 う た め 、 待 機 中 の SVPで あ る 第 ２ の SVP１ ０ ５
（ の 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ４ ３ ） に 対 し て は 通 信 を 行 わ な い 。 第 １ の SVP１ ０ ３ に 故 障
（ 異 常 ） が 発 生 し た こ と で 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ が 、 待 機 状 態 か ら 稼 働 状 態 に 移 行 す る 場 合
に は 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ 側 の 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ４ ３ は 、 SVP電 源 制 御 回 路 １ ３ ５ を 通
じ て 第 １ の SVP１ ０ ３ 側 の SVP電 源 １ ２ １ を オ フ に す る と 共 に 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ の IPア ド
レ ス を 第 １ の SVP１ ０ ３ の 値 に 書 き 換 え る 。 こ れ に よ り 、 MP（ １ ４ ５ １ ～ １ ４ ５ ３ 、 １ ４
９ １ ～ １ ４ ９ ３ ） 、 保 守 PC１ ５ ３ 、 外 部 端 末 （ 顧 客 端 末 、 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末 等 ） １ ５
７ は 、 第 ２ の SVP（ 側 の 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ４ ３ ） と の 間 で 通 信 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 上 記 通 信 テ ス ト の 方 法 と し て は 、 例 え ば LANの プ ロ ト コ ル で あ る PINGを 使 用 し て 、 通 信
の 相 手 方 （ 即 ち 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ や 、 MP（ １ ４ ５ １ ～ １ ４ ５ ３ 、 １ ４ ９ １ ～ １ ４ ９ ３ ）
） か ら の 応 答 の 有 無 に よ り 、 通 信 の 相 手 方 （ 即 ち 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ や 、 MP（ １ ４ ５ １ ～
１ ４ ５ ３ 、 １ ４ ９ １ ～ １ ４ ９ ３ ） ） の 正 常 ／ 異 常 を 判 断 す る 手 法 が 用 い ら れ る 。 上 記 通 信
テ ス ト は 、 一 定 の 時 間 間 隔 を 置 い て 定 期 的 に 実 施 さ れ る と 共 に 、 通 信 テ ス ト の 結 果 は 、 後
述 す る 管 理 テ ー ブ ル に 反 映 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 例 え ば 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ が 稼 働 中 で 、 第 １ の SVP１ ０ ３ が 待 機 中 で あ る と 仮 定 し て 、 監
視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ３ １ は 、 通 信 の 相 手 方 で あ る 第 ２ の SVP１ ０ ５ 、 HUB１ １ ３ 、 及 び HU
B１ １ ９ の 駆 動 状 態 を 、 後 述 す る よ う な 監 視 動 作 を 実 行 す る こ と に よ っ て 把 握 す る 。 そ し
て 、 後 述 す る よ う な 『 管 理 テ ー ブ ル 情 報 に よ る 故 障 の 判 断 』 の 基 準 に 従 っ て 、 故 障 （ 異 常
） 箇 所 を 特 定 す る と 共 に 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ の 駆 動 を 停 止 さ せ 、 そ れ ま で 待 機 中 で あ っ た
第 １ の SVP１ ０ ３ を 起 動 さ せ る 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
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　 図 ６ は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ 、 及 び 第 ２ の SVP１ ０ ５ に お い て 行 わ れ る SVP電 源 （ １ ２ １ 、
１ ３ ３ ） の ON／ OFF切 り 替 え 制 御 の 態 様 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の SVP１ ０ ３ に は 、 図 ５ で 示 し た SVP電 源 １ ２ １ と し て 、 ２ 個 の
DC― DC電 源 １ ６ １ 、 １ ６ ３ と 、 ２ 個 の 逆 流 阻 止 用 ダ イ オ ー ド １ ６ ５ 、 １ ６ ７ と が 内 蔵 さ れ
て い る 。 上 記 に 加 え て 、 第 １ の SVP１ ０ ３ に は 、 外 部 か ら 印 加 さ れ る ON／ OFF制 御 信 号 に よ
っ て ス イ ッ チ ン グ 動 作 す る ス イ ッ チ ン グ 機 構 、 例 え ば 半 導 体 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ 以 下 、 「
ス イ ッ チ ン グ 素 子 」 と 略 記 す る ） １ ６ ７ と 、 SVP制 御 回 路 １ ７ １ と が 、 更 に 内 蔵 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 第 ２ の SVP１ ０ ５ も 、 第 １ の SVP１ ０ ３ と 同 様 に 、 図 ５ で 示 し た SVP電 源 １ ３ ３ と し て 、
２ 個 の DC― DC電 源 １ ７ ３ 、 １ ７ ５ と 、 ２ 個 の 逆 流 阻 止 用 ダ イ オ ー ド １ ７ ７ 、 １ ７ ９ と が 内
蔵 さ れ て い る 。 上 記 に 加 え て 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ に は 、 外 部 か ら 印 加 さ れ る ON／ OFF制 御 信
号 に よ っ て ス イ ッ チ ン グ 動 作 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ 例 え ば 半 導 体 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ） １
８ １ と 、 SVP制 御 回 路 １ ８ ３ と が 、 更 に 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 第 １ の SVP１ ０ ３ に お い て 、 DC― DC電 源 １ ６ １ は 、 例 え ば 図 ５ で 示 し た ス ト レ ー ジ 装 置
１ ０ １ に 内 蔵 さ れ て い る 第 １ の 電 源 供 給 系 統 か ら の 給 電 を 受 け て 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ６
９ が ONし て い る 場 合 に は 、 所 定 の 駆 動 電 圧 （ DC電 圧 ） を 、 逆 流 阻 止 用 ダ イ オ ー ド １ ６ ５ 、
ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ６ ９ を 通 じ て SVP制 御 回 路 １ ７ １ に 印 加 す る 。 一 方 、 DC― DC電 源 １ ６
３ は 、 例 え ば ス ト レ ー ジ 装 置 １ ０ １ に 内 蔵 さ れ て い る 第 ２ の 電 源 供 給 系 統 か ら の 給 電 を 受
け て 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ６ ９ が ONし て い る 場 合 に は 、 所 定 の 駆 動 電 圧 （ DC電 圧 ） を 、 逆
流 阻 止 用 ダ イ オ ー ド １ ６ ７ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ６ ９ を 通 じ て SVP制 御 回 路 １ ７ １ に 印 加
す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 SVP制 御 回 路 １ ７ １ は 、 ON状 態 に な っ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ６ ９ を 通 じ て 、 DC― DC
電 源 １ ６ １ 側 （ 或 い は 、 DC― DC電 源 １ ６ ３ 側 ） か ら 印 加 さ れ る 所 定 の 駆 動 電 圧 に よ っ て 駆
動 状 態 に な り 、 図 ５ で 示 し た 第 １ の SVP１ ０ ３ を 構 成 す る 各 部 の 動 作 を 制 御 す る 。 SVP制 御
回 路 １ ７ １ に は 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ の 駆 動 を 停 止 さ せ る 情 報 （ 第 ２ の SVP１ ０ ５ の OFF情 報
） １ ７ １ bを セ ッ ト す る た め の レ ジ ス タ １ ７ １ aが 内 蔵 さ れ て い る 。 第 ２ の SVP１ ０ ５ の OFF
情 報 １ ７ １ bは 、 例 え ば 図 ５ で 示 し た 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ３ １ が 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ に
故 障 （ 異 常 ） が 生 じ た こ と を 検 知 し た こ と で 、 レ ジ ス タ １ ７ １ aに セ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ６ ９ は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ 内 に お い て 、 プ ル ア ッ プ 抵 抗 １ ６ ２ に よ
り 、 所 定 電 位 に プ ル ア ッ プ さ れ て い る 制 御 信 号 線 １ ６ ４ を 通 じ て 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ 側 の S
VP制 御 回 路 １ ８ ３ （ の レ ジ ス タ １ ８ ３ a） か ら 出 力 さ れ る SVP電 源 ON／ OFF制 御 信 号 に よ っ
て 、 ON／ OFF動 作 を 行 う 。 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ６ ９ が OFF動 作 す る の は 、 例 え ば 図 ５ で 示 し
た 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ４ ３ が 、 第 １ の SVP１ ０ ３ に 故 障 （ 異 常 ） が 生 じ た こ と を 検 知
し た こ と で 、 第 １ の SVP１ ０ ３ の OFF情 報 １ ８ ３ bを 、 レ ジ ス タ １ ８ ３ aに セ ッ ト し た 場 合 で
あ る 。 即 ち 、 第 １ の SVP１ ０ ３ の OFF情 報 １ ８ ３ bが 、 レ ジ ス タ １ ８ ３ aに セ ッ ト さ れ る こ と
に よ り 、 第 １ の SVP１ ０ ３ 内 に お い て 、 プ ル ア ッ プ 抵 抗 １ ６ ２ に よ り 、 所 定 電 位 に プ ル ア
ッ プ さ れ て い る 制 御 信 号 線 １ ６ ４ を 通 じ て レ ジ ス タ １ ８ ３ aか ら ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ６ ９
に SVP電 源 OFF制 御 信 号 が 印 加 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ６ ９ が OFF動 作
し 、 第 １ の SVP１ ０ ３ は 、 駆 動 停 止 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 第 ２ の SVP１ ０ ５ に お い て 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ８ １ が OFF動 作 す る の は 、 例 え ば 図 ５ で
示 し た 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ３ １ が 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ に 故 障 （ 異 常 ） が 生 じ た こ と を
検 知 し た こ と で 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ の OFF情 報 １ ７ １ bを 、 レ ジ ス タ １ ７ １ aに セ ッ ト し た 場
合 で あ る 。 即 ち 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ の OFF情 報 １ ７ １ bが 、 レ ジ ス タ １ ７ １ aに セ ッ ト さ れ る
こ と に よ り 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ 内 に お い て 、 プ ル ア ッ プ 抵 抗 １ ７ ２ に よ り 、 所 定 電 位 に プ
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ル ア ッ プ さ れ て い る 制 御 信 号 線 １ ７ ４ を 通 じ て レ ジ ス タ １ ７ １ aか ら ス イ ッ チ ン グ 素 子 １
８ １ に SVP電 源 OFF制 御 信 号 が 印 加 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ８ １ が OFF
動 作 し 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ は 、 駆 動 停 止 状 態 に な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 ７ は 、 ス ト レ ー ジ 装 置 １ ０ １ に お い て 行 わ れ る HUB１ １ ７ 、 １ １ ９ の ON／ OFF切 り 替 え
制 御 の 態 様 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 HUB１ １ ７ に は 、 図 ５ で 示 し た 駆 動 電 源 １ １ ７ aと し て 、 ２ 個 の DC―
DC電 源 １ ９ １ 、 １ ９ ３ と 、 ２ 個 の 逆 流 阻 止 用 ダ イ オ ー ド １ ９ ５ 、 １ ９ ７ と が 内 蔵 さ れ て い
る 。 上 記 に 加 え て 、 HUB１ １ ７ に は 、 外 部 か ら 印 加 さ れ る ON／ OFF制 御 信 号 に よ っ て ス イ ッ
チ ン グ 動 作 す る ス イ ッ チ ン グ 機 構 、 例 え ば 半 導 体 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ 以 下 、 「 ス イ ッ チ ン
グ 素 子 」 と 略 記 す る ） １ ９ ９ と 、 HUB制 御 回 路 ２ ０ １ と が 、 更 に 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 HUB１ １ ９ も 、 HUB１ １ ７ と 同 様 に 、 図 ５ で 示 し た 駆 動 電 源 １ １ ９ aと し て 、 ２ 個 の DC― D
C電 源 ２ ０ ３ 、 ２ ０ ５ と 、 ２ 個 の 逆 流 阻 止 用 ダ イ オ ー ド ２ ０ ７ 、 ２ ０ ９ と が 内 蔵 さ れ て い
る 。 上 記 に 加 え て 、 HUB１ １ ９ に は 、 外 部 か ら 印 加 さ れ る ON／ OFF制 御 信 号 に よ っ て ス イ ッ
チ ン グ 動 作 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ 例 え ば 半 導 体 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ） ２ １ １ と 、 HUB制 御
回 路 ２ １ ３ と 、 イ ン バ ー タ ２ １ ５ と が 、 更 に 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 HUB１ １ ７ に お い て 、 DC― DC電 源 １ ９ １ は 、 例 え ば 図 ５ で 示 し た ス ト レ ー ジ 装 置 １ ０ １
に 内 蔵 さ れ て い る 第 １ の 電 源 供 給 系 統 か ら の 給 電 を 受 け て 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ９ ９ が ON
し て い る 場 合 に は 、 所 定 の 駆 動 電 圧 （ DC電 圧 ） を 、 逆 流 阻 止 用 ダ イ オ ー ド １ ９ ５ 、 ス イ ッ
チ ン グ 素 子 １ ９ ９ を 通 じ て HUB制 御 回 路 ２ ０ １ に 印 加 す る 。 一 方 、 DC― DC電 源 １ ９ ３ は 、
例 え ば ス ト レ ー ジ 装 置 １ ０ １ に 内 蔵 さ れ て い る 第 ２ の 電 源 供 給 系 統 か ら の 給 電 を 受 け て 、
ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ９ ９ が ONし て い る 場 合 に は 、 所 定 の 駆 動 電 圧 （ DC電 圧 ） を 、 逆 流 阻 止
用 ダ イ オ ー ド １ ９ ７ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ９ ９ を 通 じ て HUB制 御 回 路 ２ ０ １ に 印 加 す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 HUB制 御 回 路 ２ ０ １ は 、 ON状 態 に な っ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ９ ９ を 通 じ て 、 DC― DC
電 源 １ ９ １ 側 （ 或 い は 、 DC― DC電 源 １ ９ ３ 側 ） か ら 印 加 さ れ る 所 定 の 駆 動 電 圧 に よ っ て 駆
動 状 態 に な り 、 HUB１ １ ７ を 構 成 す る 各 部 の 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ９ ９ は 、 HUB１ １ ７ 内 に お い て 、 プ ル ア ッ プ 抵 抗 １ ９ ２ に よ り 、 所
定 電 位 に プ ル ア ッ プ さ れ て い る 制 御 信 号 線 １ ９ ４ を 通 じ て 、 論 理 レ ベ ル "L"の 制 御 信 号 が
印 加 さ れ て い る 場 合 に ON状 態 を 保 持 し 、 論 理 レ ベ ル "H"の 制 御 信 号 が 印 加 さ れ る と 、 ON状
態 か ら OFF状 態 に 切 り 替 わ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 HUB１ １ ９ に お い て 、 DC― DC電 源 ２ ０ ３ 、 ２ ０ ５ 、 逆 流 阻 止 用 ダ イ オ ー ド ２ ０ ７ 、 ２ ０
９ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ １ １ 、 プ ル ア ッ プ 抵 抗 ２ ０ ２ 、 及 び HUB制 御 回 路 ２ １ ３ は 、 HUB１
１ ７ に お け る DC― DC電 源 １ ９ １ 、 １ ９ ３ 、 逆 流 阻 止 用 ダ イ オ ー ド １ ９ ５ 、 １ ９ ７ 、 ス イ ッ
チ ン グ 素 子 １ ９ ９ 、 プ ル ア ッ プ 抵 抗 １ ９ ２ 、 及 び HUB制 御 回 路 ２ ０ １ と 夫 々 同 一 で あ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ １ １ も 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ９ ９ に お け る と 同 様 に 、 論 理 レ ベ ル "L
"の 制 御 信 号 が 印 加 さ れ て い る 場 合 に ON状 態 を 保 持 し 、 論 理 レ ベ ル "H"の 制 御 信 号 が 印 加 さ
れ る と 、 ON状 態 か ら OFF状 態 に 切 り 替 わ る 。 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ １ １ に は 、 外 部 か ら 伝 送
さ れ る ON／ OFF制 御 信 号 が 、 イ ン バ ー タ 素 子 ２ １ ５ に お い て 論 理 レ ベ ル が 反 転 さ れ て か ら
印 加 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 HUB電 源 制 御 回 路 １ ２ ５ に は 、 稼 動 さ せ る HUBを HUB１ １ ９ か ら HUB１ １ ７ に 切 り 替 え る た
め の 情 報 １ ２ ５ bを セ ッ ト す る レ ジ ス タ １ ２ ５ aが 内 蔵 さ れ て い る 。 上 記 稼 働 さ せ る HUBを
切 り 替 え る た め の 情 報 １ ２ ５ bは 、 例 え ば 図 ５ で 示 し た 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ３ １ が 、
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第 ２ の SVP１ ０ ５ に 故 障 （ 異 常 ） が 生 じ た こ と を 検 知 し た こ と で 、 レ ジ ス タ １ ２ ５ aに セ ッ
ト さ れ る 。 上 記 切 り 替 え る た め の 情 報 １ ２ ５ bが 、 レ ジ ス タ １ ２ ５ aに セ ッ ト さ れ る こ と で
、 レ ジ ス タ １ ２ ５ aか ら 論 理 レ ベ ル "L"の 制 御 信 号 が 出 力 さ れ る 。 レ ジ ス タ １ ２ ５ aか ら 出
力 さ れ る 論 理 レ ベ ル "L"の 制 御 信 号 は 、 制 御 信 号 線 １ ９ ４ を 通 じ て HUB１ １ ７ へ 印 加 さ れ る
と 共 に 、 制 御 信 号 線 ２ ０ ４ を 通 じ て HUB１ １ ９ へ も 印 加 さ れ る 。
　 HUB電 源 制 御 回 路 １ ３ ７ に は 、 稼 動 さ せ る HUBを HUB１ １ ７ か ら HUB１ １ ９ に 切 り 替 え る た
め の 情 報 １ ３ ７ bを セ ッ ト す る レ ジ ス タ １ ３ ７ aが 内 蔵 さ れ て い る 。 上 記 稼 働 さ せ る HUBを
切 り 替 え る た め の 情 報 １ ３ ７ bは 、 例 え ば 図 ５ で 示 し た 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ４ ３ が 、
第 １ の SVP１ ０ ３ に 故 障 （ 異 常 ） が 生 じ た こ と を 検 知 し た こ と で 、 レ ジ ス タ １ ３ ７ aに セ ッ
ト さ れ る 。 上 記 切 り 替 え る た め の 情 報 １ ３ ７ bが 、 レ ジ ス タ １ ３ ７ aに セ ッ ト さ れ る こ と で
、 レ ジ ス タ １ ３ ７ aか ら 論 理 レ ベ ル "H"の 制 御 信 号 が 出 力 さ れ る 。 レ ジ ス タ １ ３ ７ aか ら 出
力 さ れ る 論 理 レ ベ ル "H"の 制 御 信 号 は 、 制 御 信 号 線 １ ９ ４ を 通 じ て HUB１ １ ７ へ 印 加 さ れ る
と 共 に 、 制 御 信 号 線 ２ ０ ４ を 通 じ て HUB１ １ ９ へ も 印 加 さ れ る 。
　 図 ８ は 、 図 ５ に 記 載 の 第 １ の SVP１ ０ ３ 、 及 び 第 ２ の SVP１ ０ ５ が 夫 々 備 え る 管 理 テ ー ブ
ル を 示 す 説 明 図 で あ る 。  
【 ０ １ ０ ９ 】
　 図 ８ に 示 し た 管 理 テ ー ブ ル は 、 図 ５ に 記 載 の 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ３ １ 、 １ ４ ３ に よ
る 通 信 テ ス ト の 結 果 が 記 録 さ れ る と 共 に 、 管 理 テ ー ブ ル に 記 録 さ れ る 情 報 は 、 監 視 ア プ リ
ケ ー シ ョ ン １ ３ １ 、 １ ４ ３ に よ る 故 障 （ 異 常 ） 判 断 の 基 礎 資 料 に な る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 図 ８ に お い て 、 通 信 結 果 『 １ 』 は 成 功 を 、 通 信 結 果 『 ０ 』 は 失 敗 を 、 夫 々 表 し て い る 。
第 １ の SVP１ ０ ３ 側 の 管 理 テ ー ブ ル は 、 通 信 経 路 1－ 1、 1－ 2、 1－ 3に お け る 通 信 結 果 が 何
れ も 成 功 で あ っ た こ と を 、 一 方 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ 側 の 管 理 テ ー ブ ル は 、 通 信 経 路 2－ 1、 2
－ 2、 2－ 3に お け る 通 信 結 果 が 何 れ も 失 敗 で あ っ た こ と を 、 夫 々 示 し て い る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 ９ は 、 図 ８ で 示 し た 管 理 テ ー ブ ル 情 報 に 基 づ い て 、 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ３ １ 、 １
４ ３ が 行 っ た 第 １ の SVP１ ０ ３ 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ に つ い て の 故 障 の 判 断 結 果 と 、 該 判 断 結
果 に 基 づ く 対 応 の 内 容 と を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 ９ で は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ に つ い て の 故 障 の 判 断 結 果 の 例 と し て 、
符 号 （ a） 、 （ b） 、 （ c） で 示 す ３ つ の ケ ー ス が 列 挙 さ れ て い る 。 夫 々 の ケ ー ス で は 、 各 S
VP（ １ ０ ３ 、 １ ０ ５ ） 毎 に ６ つ の 通 信 経 路 （ 1－ 1、 1－ 2、 1－ 3、 2－ 1、 2－ 2、 2－ 3） に つ
き 合 計 で ６ 回 の 通 信 テ ス ト が 実 施 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ま ず 、 符 号 （ a） で 示 す 第 １ の ケ ー ス に お い て 、 第 １ の SVP１ ０ ３ に つ い て 行 わ れ た 最 初
の 通 信 テ ス ト で は 、 何 の 対 応 も 為 さ れ て い な い 。 こ れ は 、 通 信 テ ス ト の 結 果 、 第 １ の SVP
１ ０ ３ が 正 常 稼 働 し て い る と 判 断 さ れ た た め で あ る 。 次 に 、 第 ２ 回 目 乃 至 第 ４ 回 目 の 通 信
テ ス ト で は 、 夫 々 HUB１ １ ７ に 故 障 が 生 じ た と 判 断 さ れ 、 HUB１ １ ７ を オ フ に し て HUB１ １
９ を オ ン に す る 切 り 替 え 処 理 と 、 HUB１ １ ７ が 故 障 し た 旨 の 通 報 と が 対 応 と し て 為 さ れ て
い る 。 次 に 、 第 ５ 回 目 と 第 ６ 回 目 の 通 信 テ ス ト で は 、 何 れ も 故 障 発 生 箇 所 の 特 定 が 行 え ず
、 後 述 す る 第 ２ の ケ ー ス に お い て 改 め て 故 障 発 生 箇 所 を 判 断 す る 対 応 と 、 HUB１ １ ７ を オ
フ に し て HUB１ １ ９ を オ ン に す る 切 り 替 え 処 理 と が 為 さ れ て い る 。 一 方 、 第 ２ の SVP１ ０ ５
に つ い て 行 わ れ た 最 初 の 通 信 テ ス ト に お い て も 、 上 述 し た 第 １ の SVP１ ０ ３ に つ い て 行 わ
れ た 最 初 の 通 信 テ ス ト に お け る と 同 様 の 判 断 、 及 び 対 応 が 為 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 次 に 、 符 号 （ b） で 示 す 第 ２ の ケ ー ス に お い て 、 第 １ の SVP１ ０ ３ に つ い て 行 わ れ た 最 初
の 通 信 テ ス ト と 第 ３ 回 目 の 通 信 テ ス ト で は 、 何 れ も HUB１ １ ７ に 故 障 が 生 じ た と 判 断 さ れ
、 HUB１ １ ７ が 故 障 し た 旨 の 通 報 が 対 応 と し て 為 さ れ て い る 。 次 に 、 第 ２ 回 目 の 通 信 テ ス
ト で は 、 HUB１ １ ７ と 、 HUB１ １ ９ と 第 ２ の SVP１ ０ ５ と を 接 続 す る た め の LANに 故 障 が 生 じ
た と 判 断 さ れ 、 HUB１ １ ７ が 故 障 し た 旨 の 通 報 が 対 応 と し て 為 さ れ て い る 。 次 に 、 第 ４ 回
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目 の 通 信 テ ス ト で は 、 HUB１ １ ７ 、 １ １ ９ の 双 方 に 故 障 が 生 じ た か 、 若 し く は 、 MP側 に 故
障 が 生 じ た も の と 判 断 さ れ 、 そ れ ら が 故 障 し た 旨 の 通 報 が 対 応 と し て 為 さ れ て い る 。 次 に
、 第 ５ 回 目 の 通 信 テ ス ト で は 、 HUB１ １ ９ に 故 障 が 生 じ た と 判 断 さ れ 、 HUB１ １ ９ を オ フ に
し て HUB１ １ ７ を オ ン に す る 切 り 替 え 処 理 と 、 HUB１ １ ９ が 故 障 し た 旨 の 通 報 と が 対 応 と し
て 為 さ れ て い る 。 次 に 、 第 ６ 回 目 の 通 信 テ ス ト で は 、 HUB１ １ ９ に 故 障 が 生 じ た か 、 若 し
く は 、 HUB１ １ ７ 、 １ １ ９ の 双 方 に 故 障 が 生 じ た も の と 判 断 さ れ 、 HUB１ １ ９ を オ フ に し て
HUB１ １ ７ を オ ン に す る 切 り 替 え 処 理 と 、 故 障 が 生 じ た 旨 の 通 報 と が 、 対 応 と し て 為 さ れ
て い る 。 一 方 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ に つ い て 行 わ れ た 第 １ 回 目 乃 至 第 ４ 回 目 の 通 信 テ ス ト に
お い て は 、 上 述 し た 第 １ の SVP１ ０ ３ に つ い て 行 わ れ た 第 １ 回 目 乃 至 第 ４ 回 目 の 通 信 テ ス
ト に お け る と 同 様 の 判 断 、 及 び 対 応 が 為 さ れ て い る 。 次 に 、 第 ５ 回 目 と 第 ６ 回 目 の 通 信 テ
ス ト で は 、 何 れ も HUB１ １ ９ を オ フ に し て HUB１ １ ７ を オ ン に す る 切 り 替 え 処 理 と 、 障 害 部
位 の 判 断 に つ い て は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ を 優 先 さ せ る 処 理 と が 、 対 応 と し て 為 さ れ て い る
。
【 ０ １ １ ５ 】
　 次 に 、 符 号 （ c） で 示 す 第 ３ の ケ ー ス に お い て 、 第 １ の SVP１ ０ ３ に つ い て 行 わ れ た 第 １
回 目 乃 至 第 ５ 回 目 の 通 信 テ ス ト で は 、 上 述 し た 符 号 （ b） で 示 し た 第 ２ の ケ ー ス に お け る
第 １ の SVP１ ０ ３ に つ い て 行 わ れ た 第 １ 回 目 乃 至 第 ５ 回 目 の 通 信 テ ス ト と 同 様 の 対 応 が 為
さ れ て い る 。 次 に 、 第 ６ 回 目 の 通 信 テ ス ト で は 、 HUB１ １ ７ に 故 障 が 生 じ た も の と 判 断 さ
れ 、 第 １ の SVP１ ０ ３ を 稼 働 停 止 さ せ て 第 ２ の SVP１ ０ ５ を 稼 働 さ せ る 切 り 替 え 処 理 と 、 HU
B１ １ ９ を オ フ に し て HUB１ １ ７ を オ ン に す る 切 り 替 え 処 理 と 、 第 １ の SVP１ ０ ３ に 故 障 が
生 じ た 旨 の 通 報 と が 、 対 応 と し て 為 さ れ て い る 。 一 方 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ に つ い て 行 わ れ
た 第 １ 回 目 の 通 信 テ ス ト と 第 ３ 回 目 の 通 信 テ ス ト で は 、 HUB１ １ ７ が 故 障 し た 旨 の 通 報 が
、 第 ２ 回 目 の 通 信 テ ス ト で は 、 HUB１ １ ７ と 、 HUB１ １ ９ と 第 ２ の SVP１ ０ ５ と を 接 続 す る
た め の LANに 故 障 が 生 じ た 旨 の 通 報 が 、 夫 々 対 応 と し て 為 さ れ て い る 。 次 に 、 第 ４ 回 目 の
通 信 テ ス ト で は 、 HUB１ １ ７ 、 １ １ ９ の 双 方 に 故 障 が 生 じ た か 、 若 し く は 、 MP側 に 故 障 が
生 じ た 旨 の 通 報 が 対 応 と し て 為 さ れ て い る 。 次 に 、 第 ５ 回 目 の 通 信 テ ス ト で は 、 第 １ の SV
P１ ０ ３ に つ い て 行 わ れ た 第 ６ 回 目 の 通 信 テ ス ト と 同 様 の 対 応 が 為 さ れ て い る 。 次 に 、 第
６ 回 目 の 通 信 テ ス ト で は 、 HUB１ １ ９ を オ フ に し て HUB１ １ ７ を オ ン に す る 切 り 替 え 処 理 と
、 障 害 部 位 の 判 断 に つ い て は 、 第 １ の SVP１ ０ ３ を 優 先 さ せ る 処 理 と が 、 対 応 と し て 為 さ
れ て い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 図 １ ０ は 、 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ３ １ 、 １ ４ ３ が 、 図 ８ で 示 し た 管 理 テ ー ブ ル 情 報 に
基 づ い て 実 施 す る 処 理 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 図 １ ０ に お い て 、 ま ず 、 第 １ の SVP１ ０ ３ の 駆 動 電 源 （ SVP電 源 ） １ ２ １ を オ ン に す る と
共 に （ ス テ ッ プ S２ ２ １ ） 、 相 手 方 SVP（ 第 ２ の SVP１ ０ ５ ） の 所 持 す る 管 理 テ ー ブ ル の 情
報 を 入 手 す る （ ス テ ッ プ S２ ２ ２ ） 。 そ し て 、 該 入 手 し た 管 理 テ ー ブ ル の 情 報 を 参 照 し （
ス テ ッ プ S２ ２ ３ ） 、 例 え ば 、 図 ９ で 示 し た 、 管 理 テ ー ブ ル 情 報 に よ る 故 障 の 判 断 の パ タ
ー ン に 従 っ て 第 １ の SVP１ ０ ３ 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ 、 HUB１ １ ７ 、 １ １ ９ に 故 障 （ 異 常 ） が
生 じ た か 否 か 判 断 す る （ ス テ ッ プ S２ ２ ４ ） 。
　 上 述 し た 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の SVP１ ０ ３ 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ と MP（
１ ４ ５ １ ～ １ ４ ５ ３ 、 １ ４ ９ １ ～ １ ４ ９ ３ ） と の 間 の 通 信 経 路 や 、 SVPに よ る ス ト レ ー ジ
装 置 １ ０ １ 内 部 の 状 態 監 視 を 二 重 化 し た の で 、 第 １ の SVP１ ０ ３ 、 第 ２ の SVP１ ０ ５ に よ る
ス ト レ ー ジ 装 置 １ ０ １ に 係 わ る 障 害 通 報 、 及 び 情 報 取 得 作 業 に お け る 信 頼 性 の 向 上 を 図 る
こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た 本 発 明 の 第 １ 、 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 何 れ も 操 作 性 の 要 求 さ れ る ス
ト レ ー ジ 装 置 （ ３ 、 １ ０ １ ） に 対 す る 諸 々 の 設 定 作 業 や 、 保 守 作 業 等 は 、 保 守 PC（ ７ 、 １
５ ３ ） に 、 一 方 、 何 れ も 高 い 信 頼 性 が 要 求 さ れ る ス ト レ ー ジ 装 置 （ ３ 、 １ ０ １ ） に 対 す る
監 視 機 能 、 及 び 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末 （ １ ３ ） や 顧 客 端 末 （ ５ ） へ の 通 報 機 能 等 は 、 第 １
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の SVP（ ２ ３ 、 １ ０ ３ ） 、 及 び 第 ２ の SVP（ ２ ５ 、 １ ０ ５ ） に 夫 々 分 担 さ せ て い る 。 そ の た
め 、 本 発 明 の 第 １ 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 保 守 作 業 時 に 、 ス ト レ ー ジ 装 置 （ ３ 、 １
０ １ ） に 係 わ る 情 報 を 、 第 １ の SVP（ ２ ３ 、 １ ０ ３ ） 、 又 は 第 ２ の SVP（ ２ ５ 、 １ ０ ５ ） を
通 じ て 保 守 PC（ ７ 、 １ ５ ３ ） に ダ ウ ン ロ ー ド す る 必 要 が 生 じ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ー ジ 装 置 を 備 え る 情 報 処 理 シ ス テ ム に
お い て 、 該 シ ス テ ム を 構 成 す る 各 部 の 間 で 行 わ れ る デ ー タ 通 信 の 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 １ １ に 記 載 の ハ ー ド ウ ェ ア の 構 成 は 、 図 ５ で 示 し た 情 報 処 理 シ ス テ ム の ハ － ド ウ ェ ア
の 構 成 に 対 応 し て い る 。 図 １ １ で は 、 符 号 ２ ３ ３ を 付 し た 第 １ の SVPが ２ 個 記 載 さ れ て い
る が 、 こ れ ら ２ 個 の 第 １ の SVPは 、 同 一 の ハ ー ド ウ ェ ア で あ る 。 第 １ の SVP２ ３ ３ は ゲ ー ト
ウ ェ イ 的 な 機 能 を 有 す る が 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン で は 機 能 し な い 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ま た 、 符 号 ２ ３ ７ で 示 し た １ 個 の MPは 、 例 え ば 図 ５ で 示 し た 複 数 の MP（ １ ４ ５ １ ～ １ ４
５ ３ 、 １ ４ ９ １ ～ １ ４ ９ ３ ） を 表 し て い る 。 MP２ ３ ７ は 、 常 に 指 定 さ れ た IPア ド レ ス に ア
ク セ ス す る 。 IPア ド レ ス と し て 指 定 さ れ る の は 、 第 １ の SVP２ ３ ３ の も の （ IPア ド レ ス ）
に 限 定 さ れ る た め 、 MP２ ３ ７ は 、 第 １ の SVP２ ３ ３ の IPア ド レ ス し か 知 ら な い か ら 、 MP２
３ ７ か ら の ア ク セ ス は 、 第 １ の SVP２ ３ ３ に 限 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 保 守 PC２ ３ １ に つ い て は 、 例 え ば 所 謂 デ ス ク ト ッ プ 型 の 固 定 端 末 で も 良 い し 、 保 守 員 が
携 帯 し 得 る モ バ イ ル 端 末 で あ っ て も 差 し 支 え な い 。 保 守 PC２ ３ １ に は 、 操 作 用 の プ ロ グ ラ
ム が 搭 載 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ １ で 示 す 処 理 動 作 は 、 第 １ の SVP２ ３ ３ を 中 心 と し て 行
わ れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 図 １ １ に お い て 、 ま ず 、 MP２ ３ ７ は 、 ス ト レ ー ジ 装 置 （ 例 え ば 図 ５ で 示 し た ス ト レ ー ジ
装 置 １ ０ １ ） 内 に お い て 発 生 し た 障 害 に 係 わ る 情 報 、 ロ グ 、 イ ベ ン ト に 係 わ る 情 報 等 を 、
ス ト レ ー ジ 装 置 の 内 部 LANを 通 じ て 、 第 １ の SVP２ ３ ３ に 転 送 す る （ ス テ ッ プ S２ ４ １ ） 。 M
P２ ３ ７ か ら の 上 記 情 報 を 受 信 す る と 、 第 １ の SVP２ ３ ３ は 、 上 記 情 報 を 第 １ の SVP２ ３ ３
内 の 所 定 の 記 憶 エ リ ア （ 情 報 格 納 エ リ ア ） に 書 き 込 む （ ス テ ッ プ S２ ４ ２ ） 。 上 記 情 報 は
、 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン （ 図 ５ に お い て 、 符 号 １ ３ １ 、 １ ４ ３ で 示 し た ） が 、 SNMP又 は 障
害 通 報 が 必 要 で あ る と 判 断 し た 場 合 に 、 第 １ の SVP２ ３ ３ か ら 通 報 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 次 に 、 第 １ の SVP２ ３ ３ は 、 待 機 状 態 に 置 か れ て い る 第 ２ の SVP２ ３ ５ に 対 し 、 情 報 格 納
エ リ ア に 書 き 込 ま れ て い る 上 記 情 報 を 転 送 す る 。 上 記 情 報 は 、 第 ２ の SVP２ ３ ５ に よ っ て
受 信 さ れ る と 、 第 ２ の SVP２ ３ ５ 内 の 所 定 の 記 憶 エ リ ア （ 情 報 格 納 エ リ ア ） に 書 き 込 ま れ
る （ こ れ に よ り 、 該 情 報 格 納 エ リ ア に 書 き 込 ま れ て い る 従 前 の 情 報 が 、 更 新 さ れ る ） 。 こ
れ に よ り 、 第 ２ の SVP２ ３ ５ は 、 第 １ の SVP２ ３ ３ と 同 一 の 情 報 を 保 有 す る こ と に な る （ ス
テ ッ プ S２ ４ ３ ） 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 し か し 、 一 定 の 期 間 が 経 過 し て も 、 第 １ の SVP２ ３ ３ か ら 上 記 情 報 が 転 送 さ れ て こ な い
場 合 に は 、 第 ２ の SVP２ ３ ５ は 、 第 １ の SVP２ ３ ３ に 対 し 、 情 報 転 送 要 求 を 発 す る （ ス テ ッ
プ S２ ４ ４ ） 。 こ の 情 報 転 送 要 求 を 受 信 す る と 、 第 １ の SVP２ ３ ３ は 、 情 報 格 納 エ リ ア に 保
存 さ れ て い る 情 報 を 読 み 出 し て 、 該 情 報 を 第 ２ の SVP２ ３ ５ へ 転 送 す る （ ス テ ッ プ S２ ４ ５
） 。 上 記 情 報 は 、 第 ２ の SVP２ ３ ５ に よ っ て 受 信 さ れ る と 、 第 ２ の SVP２ ３ ５ 内 の 情 報 格 納
エ リ ア に 書 き 込 ま れ る （ コ ピ ー さ れ る ） （ ス テ ッ プ S２ ４ ６ ） 。 ス テ ッ プ S２ ４ ４ 乃 至 ス テ
ッ プ S２ ４ ６ で 示 し た 処 理 を 実 行 す る 理 由 は 、 第 １ の SVP２ ３ ３ が 保 有 す る 情 報 と 、 第 ２ の
SVP２ ３ ５ が 保 有 す る 情 報 と の 間 に 不 一 致 が 生 じ る 可 能 性 を 少 な く す る た め に 、 一 定 期 間
が 経 過 し て も 第 １ の SVP２ ３ ３ か ら 情 報 が 転 送 さ れ な い 場 合 に は 、 第 １ の SVP２ ３ ３ が 保 有
す る 情 報 を 第 ２ の SVP２ ３ ５ が コ ピ ー す る こ と に よ り 、 第 １ の SVP２ ３ ３ が 保 有 す る 情 報 と
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第 ２ の SVP２ ３ ５ が 保 有 す る 情 報 と の 間 の 不 一 致 が 生 じ な い よ う に し て い る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 次 に 、 保 守 PC２ ３ １ が 第 １ の SVP２ ３ ３ に ロ グ イ ン す る と （ ス テ ッ プ S２ ４ ７ ） 、 第 １ の
SVP２ ３ ３ の 情 報 格 納 エ リ ア に 保 存 さ れ て い る 情 報 が 、 第 １ の SVP２ ３ ３ か ら 保 守 PC２ ３ １
へ 転 送 さ れ 、 該 情 報 が 保 守 PC２ ３ １ 内 の 情 報 格 納 エ リ ア に 書 き 込 ま れ る （ ス テ ッ プ S２ ４
８ ） 。 保 守 PC２ ３ １ に 搭 載 さ れ て い る ア プ リ ケ ー シ ョ ン （ 即 ち 、 上 述 し た 操 作 用 の プ ロ グ
ラ ム ） は 、 上 記 情 報 を 基 に 、 ス ト レ ー ジ 装 置 （ １ ０ １ ） の 構 成 や 状 況 （ ス ト レ ー ジ 装 置 （
１ ０ １ ） の 環 境 ） を 認 識 し 、 第 １ の SVP２ ３ ３ を 通 じ て Ｍ Ｐ ２ ３ ７ と 接 続 し 、 ス ト レ ー ジ
装 置 （ １ ０ １ ） の 保 守 操 作 を 実 行 す る こ と に な る 。 即 ち 、 保 守 PC２ ３ １ の オ ペ レ ー タ は 、
保 守 PC２ ３ １ を 操 作 し て 保 守 PC２ ３ １ 上 で 操 作 画 面 を 作 成 し 、 該 操 作 画 面 を 利 用 し て オ ペ
レ ー タ が 指 令 を MP２ ３ ７ 側 へ 転 送 す る （ ス テ ッ プ S２ ４ ９ ） 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 図 １ ２ は 、 従 来 の ス ト レ ー ジ 装 置 の 全 体 構 成 、 及 び 従 来 の SVPの 全 体 構 成 を 夫 々 示 す 斜
視 図 で あ り 、 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ー ジ 装 置 の 全 体 構 成 、 及 び
本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る SVPの 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 図 １ ２ に お い て 、 図 １ ２ （ a） で 示 す 従 来 の ス ト レ ー ジ 装 置 で は 、 二 重 化 さ れ た SVP２ ５
１ a、 ２ ５ １ bの 実 装 位 置 が 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ２ ５ ０ 内 部 の 最 上 部 の 、 HDDボ ッ ク ス ２ ５ ３
の 設 置 位 置 の 側 面 に 設 定 さ れ て い る 。 な お 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ２ ５ ０ 内 部 に お い て 、 HDDボ
ッ ク ス ２ ５ ３ の 下 方 に は ロ ジ ッ ク ボ ッ ク ス ２ ５ ５ が 、 ロ ジ ッ ク ボ ッ ク ス ２ ５ ５ の 下 方 に は
電 源 装 置 ２ ５ ７ が 、 更 に 、 電 源 装 置 ２ ５ ７ の 下 方 、 即 ち 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ２ ５ ０ の 最 下 部
に は バ ッ テ リ ２ ５ ９ が 、 夫 々 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 一 方 、 図 １ ２ （ b） で 示 す 従 来 の SVPは 、 ボ ー ド ２ ６ １ 上 に 、 CPU２ ６ ３ 、 フ ァ ン ２ ６ ５ a
、 ２ ６ ５ bを 持 つ 電 源 装 置 ２ ６ ５ 、 フ ァ ン ２ ６ ７ aを 持 つ HDD２ ６ ７ 、 CD－ ROM２ ６ ９ 、 及 び
FDD２ ７ １ を 備 え る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 上 記 の よ う に 、 従 来 の SVPは 、 HDD２ ６ ７ 、 CD－ ROM２ ６ ９ 、 及 び FDD２ ７ １ が 実 装 さ れ て
い る の で 、 SVP全 体 と し て ハ ー ド ウ ェ ア が 大 型 化 せ ざ る を 得 な い か ら 、 実 装 位 置 も 、 例 え
ば 図 １ ２ （ a） で 示 し た ス ト レ ー ジ 装 置 ２ ５ ０ 内 部 の 最 上 部 の 、 HDDボ ッ ク ス ２ ５ ３ の 設 置
位 置 の 側 面 の よ う な 、 振 動 や 電 気 的 ノ イ ズ 等 に 対 し て 不 利 で 、 且 つ 、 冷 却 し 難 い 場 所 に な
ら ざ る を 得 な い 。 そ の た め 、 フ ァ ン ２ ６ ５ a、 ２ ６ ５ b、 ２ ６ ７ a等 を 設 け て 、 SVP自 身 の 冷
却 を 行 わ な け れ ば な ら な か っ た 。 換 言 す れ ば 、 従 来 の SVPは 、 ハ ー ド ウ ェ ア 自 体 が 大 き い
上 に 、 稼 働 部 品 点 数 が 多 い た め 、 振 動 や 電 気 的 ノ イ ズ 等 を 受 け 難 く 、 且 つ 、 冷 却 効 果 を 受
け 易 い ロ ジ ッ ク ボ ッ ク ス 中 に 実 装 す る こ と は 不 可 能 で あ っ た 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 そ こ で 、 上 記 に 鑑 み て 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ー ジ 装 置 、 及 び SVP、 即
ち 、 図 １ ３ （ a） で 示 し た 構 成 の ス ト レ ー ジ 装 置 、 及 び 図 １ ３ （ b） で 示 し た 構 成 の SVPが
提 案 さ れ て い る 。
　 図 １ ３ に お い て 、 図 １ ３ （ a） で 示 す 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ー ジ 装 置 で
は 、 ２ 重 化 さ れ た SVP２ ８ １ a、 ２ ８ １ bの 実 装 位 置 が 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ２ ８ ０ 内 部 の 略 中
央 の ロ ジ ッ ク ボ ッ ク ス ２ ８ ５ 中 に 設 定 さ れ て い る 。 な お 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ２ ８ ０ 内 部 の 最
上 部 に は 、 HDDボ ッ ク ス ２ ８ ３ が 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ２ ８ ０ 内 部 の ロ ジ ッ ク ボ ッ ク ス ２ ８ ５
の 下 方 に は 電 源 装 置 ２ ８ ７ が 、 更 に 、 電 源 装 置 ２ ８ ７ の 下 方 、 即 ち 、 ス ト レ ー ジ 装 置 ２ ８
０ の 最 下 部 に は バ ッ テ リ ２ ８ ９ が 、 夫 々 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 一 方 、 図 １ ３ （ b） で 示 す 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る SVPは 、 ボ ー ド ２ ９ １ 上 に 、 CP
U２ ９ ３ 、 及 び DC― DC電 源 ２ ９ ５ の み を 備 え た 構 成 に な っ て い る 。 SVPを 、 図 １ ３ （ b） で
示 し た よ う に 、 ボ ー ド 291上 か ら CD‐ ROM、 HDD、 及 び FDDを 除 去 し て 、 CPU２ ９ ３ 、 及 び DC
― DC電 源 ２ ９ ５ の 電 気 部 品 の み を 備 え た 構 成 と す る こ と に よ り 、 図 １ ３ （ b） と 図 １ ２ （ b
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） と を 比 較 対 照 す れ ば 明 ら か な よ う に 、 SVP全 体 と し て の 大 き さ を 小 さ く で き 、 厚 み を 薄
く す る こ と が で き る の で 、 パ ッ ケ ー ジ １ 枚 で SVPの 機 能 を 実 現 で き る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 し か も 、 SVPが 、 ロ ジ ッ ク ボ ッ ク ス ２ ８ ５ 中 の 標 準 の ロ ジ ッ ク 基 板 内 に 収 め る 規 模 に ま
で 、 SVP全 体 と し て の 大 き さ を 小 さ く で き 、 厚 み を 薄 く す る こ と が 可 能 に な る か ら 、 図 １
２ に 示 し た 従 来 の SVPと は 異 な り 、 振 動 、 電 気 的 ノ イ ズ 、 冷 却 等 へ の 対 策 を 講 じ な く て も
よ く な っ た 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 図 １ ４ は 、 図 １ ２ で 示 し た 従 来 の ス ト レ ー ジ 装 置 と は 別 の 従 来 の ス ト レ ー ジ 装 置 の 全 体
構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ー ジ 装 置 の 全
体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 図 １ ４ で 示 す 別 の 従 来 の ス ト レ ー ジ 装 置 で は 、 所 定 大 き さ の ラ ッ ク ３ ０ ０ 中 の 最 上 部 か
ら 最 下 部 に 向 か っ て 、 第 １ の HDDボ ッ ク ス ３ ０ １ 、 第 １ の バ ッ テ リ ユ ニ ッ ト ３ ０ ３ 、 第 ２
の HDDボ ッ ク ス ３ ０ ５ 、 第 ２ の バ ッ テ リ ユ ニ ッ ト ３ ０ ７ の 順 に 設 置 さ れ て い る 。 一 方 、 上
記 ラ ッ ク ３ ０ ０ の 最 下 部 か ら 最 上 部 に 向 か っ て 、 複 数 個 （ 図 １ ４ で は ４ 個 ） の ACボ ッ ク ス
３ ０ ９ 、 複 数 個 （ 図 １ ４ で は ６ 個 ） の バ ッ テ リ ３ １ １ 、 OP－ パ ネ ル ３ １ ３ 、 複 数 枚 の ロ ジ
ッ ク 基 板 ３ １ ５ が 積 層 状 に 配 置 さ れ た ロ ジ ッ ク ボ ッ ク ス ユ ニ ッ ト ３ １ ７ の 順 に 配 置 さ れ て
い る 。 そ し て 、 SVPは 、 符 号 ３ １ ９ で 示 す よ う に 、 第 ２ の バ ッ テ リ ユ ニ ッ ト ３ ０ ７ と ロ ジ
ッ ク ボ ッ ク ス ユ ニ ッ ト ３ １ ７ と の 間 に 実 装 さ れ て お り 、 ラ ッ ク ３ ０ ０ 中 の １ ユ ニ ッ ト 分 の
エ リ ア を 占 有 し て い る 。 勿 論 、 SVPを 二 重 化 し た 場 合 に は 、 ２ つ の SVPに よ っ て ラ ッ ク ３ ０
０ 中 の ２ ユ ニ ッ ト 分 の エ リ ア を 占 有 す る こ と に な る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ー ジ 装 置 で は 、 （ SVPを 二 重 化 し
て い る た め ） 図 １ ３ （ b） で 説 明 し た よ う な 、 ロ ジ ッ ク ボ ッ ク ス 中 の 標 準 の 基 板 内 に 収 め
る 規 模 に ま で 、 小 型 化 し 、 肉 厚 を 薄 く し た ２ 個 の SVP３ ３ １ 、 ３ ３ ３ が 、 積 層 状 に 配 置 さ
れ た 複 数 枚 の ロ ジ ッ ク 基 板 ３ １ ５ と 共 に ロ ジ ッ ク ボ ッ ク ス ユ ニ ッ ト ３ １ ７ 内 に 実 装 さ れ た
構 成 と な っ て い る 。 な お 、 図 １ ５ に お い て 、 上 記 構 成 以 外 の 各 部 で あ る 第 １ の HDDボ ッ ク
ス 、 第 １ の バ ッ テ リ ユ ニ ッ ト 、 第 ２ の HDDボ ッ ク ス 、 第 ２ の バ ッ テ リ ユ ニ ッ ト 、 複 数 個 （
図 １ ５ で は ４ 個 ） の ACボ ッ ク ス 、 複 数 個 （ 図 １ ５ で は ６ 個 ） の バ ッ テ リ 、 OP－ パ ネ ル に つ
い て は 、 図 １ ４ に 示 し た も の と 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ れ ら の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 上 述 し た 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 図 １ ４ に 示 し た 従 来 の ス ト レ ー ジ 装 置 に お
け る よ り も 、 SVPに 対 す る 振 動 、 電 気 的 ノ イ ズ の 悪 影 響 を 低 減 で き 、 且 つ 、 冷 却 等 に つ き
、 特 別 に 対 策 を 講 じ な く て も よ く な っ た 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 こ れ ら は 本 発 明 の 説 明 の た め の 例 示 で あ
っ て 、 本 発 明 の 範 囲 を こ れ ら の 実 施 形 態 に の み 限 定 す る 趣 旨 で は な い 。 本 発 明 は 、 他 の 種
々 の 形 態 で も 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ー ジ 装 置 を 備 え る 情 報 処 理 シ ス テ ム の 全 体
構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 記 載 し た ス ト レ ー ジ 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ３ 】 図 １ に 記 載 し た ス ト レ ー ジ 装 置 が 備 え る 第 １ の SVP、 第 ２ の SVPの 回 路 構 成 の 詳 細
を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 図 １ で 示 し た 第 １ の SVP（ 又 は 第 ２ の SVP） 、 保 守 PC、 顧 客 端 末 、 及 び 遠 隔 保 守 セ
ン タ ー 端 末 が 夫 々 有 す る 機 能 の 一 覧 を 示 し た 説 明 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ー ジ 装 置 内 部 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
。
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【 図 ６ 】 第 １ の SVP、 及 び 第 ２ の SVPに お い て 行 わ れ る SVP電 源 の ON／ OFF切 り 替 え 制 御 の 態
様 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ７ 】 ス ト レ ー ジ 装 置 に お い て 行 わ れ る HUBの ON／ OFF切 り 替 え 制 御 の 態 様 を 示 す ブ ロ ッ
ク 図 。
【 図 ８ 】 図 ５ に 記 載 し た 第 １ の SVP、 及 び 第 ２ の SVPが 夫 々 備 え る 管 理 テ ー ブ ル を 示 す 説 明
図 。
【 図 ９ 】 図 ８ で 示 し た 管 理 テ ー ブ ル 情 報 に 基 づ い て 、 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 行 っ た 第 １
の SVP、 第 ２ の SVPに つ い て の 故 障 の 判 断 結 果 と 、 該 判 断 結 果 に 基 づ く 対 応 の 内 容 と を 示 す
説 明 図 。
【 図 １ ０ 】 監 視 ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 、 図 ８ で 示 し た 管 理 テ ー ブ ル 情 報 に 基 づ い て 実 施 す る
処 理 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ー ジ 装 置 を 備 え る 情 報 処 理 シ ス テ ム に お
い て 、 該 シ ス テ ム を 構 成 す る 各 部 の 間 で 行 わ れ る デ ー タ 通 信 の 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
。
【 図 １ ２ 】 従 来 の ス ト レ ー ジ 装 置 の 全 体 構 成 、 及 び 従 来 の SVPの 全 体 構 成 を 夫 々 示 す 斜 視
図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ー ジ 装 置 の 全 体 構 成 、 及 び 本 発 明 の 第 ４
の 実 施 形 態 に 係 る SVPの 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ２ で 示 し た 従 来 の ス ト レ ー ジ 装 置 と は 別 の 従 来 の ス ト レ ー ジ 装 置 の 全 体 構
成 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る ス ト レ ー ジ 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ４ ０ 】
　 　 　 １ 　 上 位 装 置
　 　 　 ３ 　 ス ト レ ー ジ 装 置
　 　 　 ５ 　 顧 客 端 末
　 　 　 ７ 　 保 守 Ｐ Ｃ
　 　 　 ９ 　 ダ イ ヤ ル ア ッ プ ル ー タ
　 　 １ １ 　 公 衆 電 話 回 線 網
　 　 １ ３ 　 遠 隔 保 守 セ ン タ ー 端 末
　 　 １ ５ 、 １ ７ 　 MP（ マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ）
　 　 １ ９ 　 シ ス テ ム メ モ リ
　 　 ２ １ 　 記 憶 デ バ イ ス
　 　 ２ ３ 　 SVP（ サ ー ビ ス プ ロ セ ッ サ ） １
　 　 ２ ５ 　 SVP（ サ ー ビ ス プ ロ セ ッ サ ） ２
　 　 ２ ７ 　 （ ス ト レ ー ジ 装 置 内 の ） シ ス テ ム バ ス
　 　 ２ ９ 　 （ ス ト レ ー ジ 装 置 内 の ） 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク
　 　 ３ １ 　 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク
　 　 ３ ３ 　 外 部 LAN

10

20

30

(23) JP 2006-107080 A 2006.4.20



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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